
労
働
者
の
新
聞
『
ラ
ト
　
ノ

エ
』
紙

56　（38e）

杉

村

員禾

子

　　be　邸
t’一’．一．．

【
要
約
】
　
r
．
ラ
ト
リ
エ
L
紙
ピ
、
〉
捗
。
嵩
。
共
お
腿
O
～
蕊
㎝
O
）
は
パ
リ
の
手
工
業
労
働
者
の
一
グ
ル
ー
プ
の
新
聞
で
あ
る
。
こ
れ
に
思
想
的
影
響
を
与
え
た
ビ

ュ
シ
ヱ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ジ
ャ
コ
バ
ン
的
社
会
主
義
者
で
、
同
紙
の
代
表
者
コ
ル
ボ
ン
と
共
に
二
月
革
命
の
際
、
労
働
者
・
社
会
主
義
者
の
支
持
と
、
他
方

で
そ
れ
ら
の
進
出
を
懸
念
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
主
義
者
や
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
支
持
を
う
け
、
前
者
は
パ
リ
翻
市
長
、
第
二
共
和
政
期
初
代
国
会
議
長
、

後
者
は
パ
リ
市
長
秘
書
、
第
二
代
岡
会
副
議
長
を
つ
と
め
た
。
か
か
る
事
情
や
経
歴
か
ら
、
両
者
お
よ
び
［
．
ラ
ト
リ
エ
』
紙
の
説
く
霧
。
・
8
鍵
鉱
。
ゆ
思
想

は
も
っ
ぱ
ら
、
革
命
を
否
定
し
労
働
者
生
塵
協
同
組
合
に
よ
る
社
会
改
良
を
志
向
す
る
も
の
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
研
究
者
か
ら
は
高
く
評
価
さ
れ
、

マ
ル
ク
ス
主
義
的
研
究
者
か
ら
は
黙
殺
さ
れ
る
か
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
主
義
を
利
す
る
思
想
と
み
な
さ
れ
る
か
し
て
き
た
。
し
か
し
『
ラ
ト
リ
エ
」
紙
の

霧
ω
O
o
㌶
餓
§
　
理
論
を
七
月
王
政
期
の
現
実
と
対
応
さ
せ
て
考
察
す
る
と
、
単
な
る
労
働
者
生
産
協
同
組
合
と
は
異
っ
た
別
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
び
上
が
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
二
巻
三
号
　
【
九
六
九
年
五
月

一

　
｛
八
四
八
年
の
革
命
に
参
加
し
た
フ
ラ
ン
ス
労
働
者
の
大
衆
的
行

動
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
反
動
化
さ
せ
、
六
月
事
件
を
契
機
に
、

「
『
社
会
』
革
命
か
ら
生
ま
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
国
」
を
王
党
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
傾
い
た
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
手
に
集
中
さ
せ
、
第
工
帝
政
に
象

徴
さ
れ
る
資
本
主
義
の
政
治
支
配
体
制
の
再
編
強
化
を
生
み
出
し
た
。

こ
の
こ
と
は
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
階
級
が
世
界
史
の
動
向
に
関
わ
る

一
因
子
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　
し
か
し
、
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
構
造
は
産
業

革
命
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
業
の
占
め
る
地
位
が
大
き
く
、
工
業
は

手
工
業
が
支
配
的
で
、
当
時
の
労
働
者
階
級
は
近
代
的
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
が
ま
だ
未
熟
で
手
工
業
的
労
働
者
の
支
配
的
な
「
極
貧
の
状

態
か
ら
ほ
と
ん
ど
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
水
準
の
も
の
ま
で
」
複
雑
な
階
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

構
成
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
か
か
る
条

件
の
下
で
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
階
級
は
ど
の
よ
う
な
要
望
や
目
標
を
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も
っ
て
行
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
階
級
と
し
て
の
統
一
的
な
連
帯

意
識
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
四
〇
年
代
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス

社
会
思
想
に
関
す
る
研
究
は
あ
っ
て
も
労
働
者
階
級
の
か
か
る
問
題

に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
極
め
て
少
な
い
⑱
本
稿
で
は
労
讐
耳
で

編
集
さ
れ
た
新
聞
ピ
、
》
悪
婆
団
を
手
が
か
り
に
、
七
月
王
政
期
の
共

和
主
義
運
動
と
労
働
運
動
の
二
側
面
か
ら
こ
の
間
口
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
試
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
い
、
諺
富
財
曾
に
関
し
て
は
す
で
に
｝
O
o
＜
幽
趣
興
の
詳
細
な
研
究
が

あ
る
。
彼
の
見
解
は
、
同
紙
を
労
働
者
の
新
聞
と
強
調
し
つ
つ
も
他

方
で
ビ
ュ
シ
ェ
派
の
機
関
紙
と
し
て
「
カ
ト
リ
ッ
ク
睦
ジ
ャ
コ
バ
ン
」

的
思
想
お
よ
び
労
働
者
生
産
協
同
組
合
理
論
の
宣
伝
を
し
た
も
の
と

し
て
、
と
く
に
後
者
に
よ
る
暴
力
に
よ
ら
な
い
社
会
変
革
の
思
想
と

い
う
立
場
で
評
価
し
て
い
る
。
　
男
曾
○
（
）
ω
器
N
　
は
七
月
王
政
期
の
労

働
者
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
新
聞
と
し
て
最
も
注
目
す
べ
き
だ
と
し
な

が
ら
、
ビ
ュ
シ
ェ
派
の
機
関
紙
で
あ
っ
た
点
、
労
働
者
の
前
衛
を
結

集
し
て
い
な
か
っ
た
点
、
二
月
革
命
後
も
精
神
的
進
化
を
示
さ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
た
点
で
労
働
者
の
新
聞
と
し
て
は
欠
格
だ
と
み
る
。
　
＜
巳
σ
Q
旨
冨

は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
主
義
者
の
資
金
援
助
に
よ
る
共
産
主
義
に
対

　
　
　
　
⑥

抗
す
る
手
段
」
と
い
う
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
共
産
主
義
的
労
働
者

　
　
⑦

の
新
聞
、
四
八
年
以
前
の
社
会
主
義
に
規
実
主
義
眼
色
調
を
付
与
し

　
　
⑧

た
も
の
、
二
月
革
命
初
期
に
実
現
さ
れ
た
労
働
者
の
諸
要
求
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
革
命
前
に
提
起
し
、
国
民
的
見
地
を
と
り
な
が
ら
も
労
働

運
動
の
発
善
し
て
い
る
す
べ
て
の
国
の
そ
の
運
動
に
関
心
を
持
ち
、

と
く
に
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
勤
労
春
階
級
連
帯
の
紐
帯
を
創
造

し
よ
う
と
し
、
掲
載
記
事
を
無
署
名
で
集
団
的
に
編
集
し
て
い
た
こ

と
な
ど
で
一
八
四
〇
年
ご
ろ
発
刊
さ
れ
た
新
聞
の
中
で
最
も
重
要
な

　
　
⑨

も
の
と
、
積
極
的
評
価
を
与
え
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
他
、
四
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

代
初
期
の
労
働
者
に
最
も
影
響
を
与
え
た
も
の
、
あ
る
い
は
七
月
王

致
期
の
ス
ト
ラ
イ
キ
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
労
働
者
的
資
料
と
す
る

　
⑪
も
の
な
ど
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
対
立
を
見
せ
て
い
る
評
価
の
中

で
、
共
通
し
て
い
る
点
は
、
少
な
く
と
も
七
月
王
政
期
の
労
働
者
の

新
聞
と
し
て
何
ら
か
の
注
目
す
べ
き
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

①
マ
ル
ク
ス
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』
へ
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
序
文
（
青

　
木
文
庫
、
一
七
頁
）
．

②
冒
窪
も
h
①
霞
。
〉
α
々
話
戸
い
。
ω
σ
q
み
く
。
ω
。
。
。
蕊
蜀
諸
9
回
震
。
三
。
9
旨
三
ぼ
け
（
δ

　
ω
O
～
一
〇
。
蒔
↓
）
層
○
窪
ゆ
ぐ
。
㍉
ゆ
綬
．
こ
の
中
で
著
者
は
一
階
の
史
料
と
し
て
く
三
①
『
旨
ρ

　
＜
…
§
Φ
戸
二
．
？
b
コ
諺
α
q
費
ゴ
9
二
㌧
ゆ
黄
。
仲
自
①
嵐
。
「
o
鯨
6
、
切
幕
ゴ
o
N
”
パ
」
の
他
に
よ
る
民

　
衆
の
諸
条
件
に
関
す
る
社
会
調
査
、
～
八
四
〇
i
四
西
年
に
お
け
る
行
政
当
局
の

　
産
業
調
査
、
四
八
年
リ
ュ
ク
サ
ソ
ブ
…
ル
委
員
会
の
調
査
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
。

③
　
喜
安
朗
「
二
月
革
命
に
お
け
る
パ
リ
労
働
者
階
級
の
構
成
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
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認

　
雑
誌
』
簗
六
六
編
第
．
　
一
号
）
。
　
同
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
資
本
と
労
鋤
の
「
初

．
期
酌
」
対
山
机
と
六
月
事
件
」
　
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
一
篇
七
号
）
。
井
手
楠
岬
雄
臣
七
百
掃

　
王
朝
期
に
お
け
る
パ
リ
建
築
工
の
運
動
」
i
と
く
に
下
請
捌
廃
翫
の
要
求
を
め
ぐ

　
っ
て
i
（
『
史
筆
』
六
七
・
六
八
合
併
）
。
労
働
者
の
新
聞
を
扱
っ
た
澱
近
の
研
究

　
に
は
口
．
Ω
o
沼
Φ
N
▼
℃
嵩
器
。
℃
餌
覧
巴
9
回
⇒
o
帥
伽
①
ω
江
口
暮
。
旨
　
（
冷
。
・
o
ρ
宅
甑
。
屋

　
（
一
m
W
心
Q
Q
～
一
。
◎
窃
一
）
（
U
騨
℃
器
。
・
。
m
①
o
弼
昌
δ
同
Φ
易
お
～
謎
岩
（
匪
玄
腕
。
芸
2
ま
島
の

　
貯
男
⑲
〈
o
冨
ユ
。
コ
へ
【
①
一
G
◎
心
。
。
噂
円
9
出
①
×
区
H
凝
－
H
り
6
腎
①
〉
）
が
あ
る
。

①
》
コ
づ
p
轟
岱
ρ
プ
、
臼
凶
⑦
さ
娠
コ
U
8
甚
巳
二
．
2
〈
二
Φ
話
．
．
U
．
〉
零
凱
霧
．
．
篇
Q
。
お
～

　
お
8
ど
お
切
．
贈
．

⑤
即
O
。
m
。
。
。
N
旨
。
ワ
簿
ご
℃
』
ω
。
。
・

⑥
く
■
く
。
茜
忌
Φ
し
念
。
㎝
。
。
。
。
剛
巴
断
簿
Φ
ω
。
鈴
。
。
諺
舞
琶
。
・
榛
霧
α
¢
・
話
蕊
ω
。
。
凶
簿
勢

　
。
。
Φ
嚢
黛
。
ω
（
一
〇
Q
Q
3
切
｝
（
い
O
o
蒔
O
）
－
ρ
g
ω
雛
9
μ
q
｝
臨
ω
峠
。
搾
ρ
＝
贈
ワ
⇔
O
・

⑦
ρ
O
器
呼
P
勺
器
筥
δ
器
。
識
Φ
コ
峠
p
銘
§
㎝
0
9
巴
Φ
麟
瓢
扁
。
目
叫
碁
ご
ω
3
0
（
び
p

　
℃
話
鴇
0
8
ぐ
ユ
曾
①
お
お
～
δ
窃
ρ
噂
唱
．
㈹
観
～
日
O
）
凸

⑧
労
曙
旨
。
田
鼠
磐
①
曙
噛
u
、
賃
＃
p
。
同
＾
ぎ
9
冨
臼
。
。
挫
一
醤
。
．
彰
需
帰
す
＝
ゴ
a

　
急
臼
σ
q
①
磐
。
ゆ
δ
o
冨
9
ヨ
陣
①
吋
℃
㌶
9
ω
8
≦
凶
。
誘
℃
9
肖
H
霧
2
＜
『
δ
誘
“

　
U
、
》
9
獄
Φ
び
（
図
窪
鳥
。
ω
α
o
男
器
ω
m
P
＜
o
H
■
く
H
I
翼
。
H
ρ
や
嵩
Q
◎
．
勺
鴛
ジ

　
お
鷲
）
．

⑨
口
．
ご
。
濠
鎧
ρ
踏
凶
。
・
ε
樗
。
ロ
戸
＝
5
9
署
。
筥
①
簿
8
＜
同
一
。
さ
お
鶉
嘲
ρ
押
℃
や

　
一
Q
Q
“
～
H
o
O
O
◎
’

⑩
肖
ヨ
三
〇
∩
8
ヨ
零
誉
U
o
。
ワ
∩
8
も
品
コ
9
導
夷
。
㎝
①
協
津
潜
ロ
8
（
ご
一
一
回
3
6
コ

　
お
。
帥
昌
。
ω
冒
霞
ω
、
勺
母
す
一
霧
9
マ
リ
。
。
’

⑪
一
〉
σ
Q
器
漕
o
P
o
搾
層
℃
．
卜
。
卜
⊃
Φ
讐
や
8
ピ

一
一

冒
”
〉
零
＝
興
は
一
八
二
九
年
に
サ
ン
・
シ
モ
ン
派
と
分
裂
し
た
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ユ
シ
ェ
（
℃
・
山
㍉
6
ご
㍉
切
蓋
ぎ
N
）
や
彼
の
弟
子
た
ち
の
宣
俵
活
動
．
に
よ
り

邸
鯛
エ
を
中
心
と
す
る
労
働
者
が
彼
等
自
身
で
新
聞
発
行
を
計
画
し

表1　L’Atellerの編輯関係者の出身

〔1名だけのもρ〕

　建物測量者

　彫亥彗：：［：

　時計工

　印刷機に紙を差
　込む職人

糊付職人

刃物工

鋳物工

t　－t

7
4
3
2
5
8
5
3
3
2

文献はCuvillier，　Un　jorirnal　d片・uvr三ers，

　　　　　　p，　201．

58　（382）

26

エ
工
工
工
工

．刷

木

物
前
械

鋼
製
大
指
錠
機
宝石加工賃人

仕立職人

工
工

子
幡
靴
黒檀細にこ職人

て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
創
刊
の
前
年
に
ブ
ラ
ン
キ
ら
「
季
節

社
」
ω
o
。
猷
菰
瓢
①
。
。
o
Q
巴
ω
9
謎
の
蜂
起
の
失
敗
で
秘
密
結
社
が
潰
さ

れ
、
創
刊
の
四
〇
年
に
は
7
9
頁
の
表
3
の
よ
う
に
パ
リ
の
一
大
ス
ト

　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ラ
イ
キ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
同
紙
発
刊
の
バ
ネ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

コ
ル
ボ
ソ
（
｝
簿
三
ヨ
。
6
0
吾
。
菖
も
「
季
節
社
」
の
蜂
起
に
参
加
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
い
た
と
す
ら
い
わ
れ
て
い
る
。
四
〇
年
は
ま
た
議
会
の
反
政
府
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヤ
γ
ペ
ー
ソ

の
選
挙
改
革
の
た
め
の
｝
大
運
動
、
政
．
府
の
エ
ジ
プ
ト
問
題
で
の
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外
交
的
央
策
お
よ
び
幼
児
労
働
法
が
貴
族
院
　
巨
節
2
ち
ヨ
葺
Φ
（
ざ

勺
巴
ぴ
で
討
議
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
三
九
年
に
は
ル
イ

・
プ
ラ
ン
の
『
労
働
の
組
織
』
、
　
ア
グ
リ
コ
ル
・
ペ
ル
デ
ィ
ギ

エ
｝
σ
q
識
0
9
噂
。
益
凶
α
Q
巳
2
の
『
職
人
組
合
読
本
』
い
Φ
一
プ
．
話
自
些

O
o
ヨ
℃
p
σ
q
⇒
o
ヨ
」
ρ
σ
q
①
が
、
四
ニ
ニ
年
に
は
フ
ロ
ラ
・
ト
リ
ス
タ
ン
の

『
労
働
者
の
団
結
』
　
U
、
d
巴
。
コ
自
Φ
の
↓
舜
～
、
蝕
＝
2
≒
の
が
公
刊
さ

れ
、
　
図
工
者
は
労
働
者
の
階
級
意
識
の
嗣
覚
め
、
　
と
く
に
最
後
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
近
代
的
形
態
に
よ
る
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
の
先
駆
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
空
気
の
中
で
ビ
、
諺
伸
亀
2
は
誕
生
し
た
が
こ
の

時
、
三
九
年
に
創
刊
さ
れ
た
サ
ン
・
シ
モ
ン
派
労
働
者
の
新
聞
い
勲

高
運
警
Φ
℃
o
℃
巳
蝕
器
か
ら
か
な
り
の
印
刷
工
が
こ
れ
に
加
わ
り
後
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
打
撃
を
う
け
た
よ
う
で
あ
る
。

　
い
．
〉
零
＝
興
は
「
労
働
者
の
道
徳
的
・
物
質
的
利
益
の
機
関
紙
」

と
名
の
り
、
九
月
四
日
の
創
刊
に
先
立
っ
て
「
発
刊
の
た
め
の
組
織

委
員
会
」
が
嵐
し
た
趣
意
書
は
次
の
よ
う
に
そ
の
立
場
を
の
べ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
フ
エ
シ
ヨ
ソ

る
。
そ
れ
は
、
　
「
す
べ
て
の
職
業
の
労
働
者
へ
し
宛
て
「
組
織
委
員

会
は
、
我
々
の
未
来
の
改
良
の
出
発
点
が
父
羅
の
漂
語
た
る
自
由
・

平
等
・
友
愛
・
統
一
と
い
う
言
葉
で
、
簡
潔
に
着
艦
さ
れ
て
い
る
道
徳

的
原
理
に
あ
る
こ
と
を
以
前
か
ら
認
識
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
標
語

か
ら
政
治
的
原
理
と
し
て
人
民
主
権
ぢ
。
。
o
ヨ
、
o
養
ぎ
。
ま
環
も
三
p
騨
①
、

産
業
的
原
理
と
し
て
協
同
組
織
一
．
鍵
㏄
。
寮
…
○
二
が
展
開
さ
れ
て
く

る
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
の
発
行
す
る
新
聞
は
人
民
主
権
実
現
の
た

め
に
、
今
日
広
く
附
始
さ
れ
て
い
る
選
挙
改
革
を
説
き
、
ま
た
、
労

働
生
産
物
の
最
も
正
当
な
分
配
を
獲
得
す
る
た
め
の
独
得
な
手
段
と

し
て
産
業
の
協
同
組
織
一
、
霧
q
。
o
o
β
銘
§
ヨ
（
ぎ
肩
山
二
〇
一
剛
。
　
を
説
く
も

の
で
あ
勧
」
・
創
刊
号
は
・
普
通
選
挙
・
九
月
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お
け

　
バ
ト
ロ
ソ

る
資
本
家
と
労
働
者
に
対
す
る
警
察
の
不
公
平
な
処
置
へ
の
非
難
攻

　
　
エ
ジ
プ
ト

撃
、
東
方
聞
題
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
態
度
へ
の
非
難
な
ど
を

掲
載
し
、
労
働
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
き
わ
め
て
国
民
的
・
愛
国
的

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
等
の
、
い
わ
ゆ
る
素
朴
な
国
民
感
情
に
襲

打
ち
さ
れ
て
は
い
る
が
、
彼
等
の
祖
国
フ
ラ
ン
ス
が
大
革
命
の
伝
統

を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
彼
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
ビ
ュ
シ
ェ
の
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
議
会
史
』
の
「
序
文
」
に
み
ら
れ
る

そ
の
立
場
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
た
。
そ
れ
を
要
約
す
る
と
、
ω
七

月
王
政
期
の
フ
ラ
ン
ス
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
チ
ズ
ム
に
よ
る
エ
．
コ
イ
ズ

ム
の
氾
濫
で
無
秩
序
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
革
命
の
際
、
国
民
議
会
や

ジ
ロ
ソ
ド
党
が
自
然
法
を
楯
に
と
っ
て
旧
社
会
を
破
壊
し
た
ま
ま
放

置
し
、
現
代
の
ジ
ロ
ン
ド
党
（
七
月
王
政
）
が
そ
れ
を
講
溢
し
て
い
る
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か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
大
革
命
の
課
題
は
完
結
し
て
い
な
い
。

②
人
問
は
社
会
的
存
在
だ
か
ら
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。
ゆ
え
に
、

社
会
的
に
欲
求
し
、
社
会
的
に
そ
れ
を
充
足
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
共
通
の
活
動
鼠
的
「
友
愛
」
実
現
の
た
め
社
会
を

再
組
織
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
鳶
ず
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
汚
染

さ
れ
た
精
神
が
イ
エ
ス
の
実
践
し
た
「
献
身
」
の
徳
に
目
覚
め
ね
ば

な
ら
な
い
。
㈲
大
革
命
で
そ
の
献
身
を
体
現
し
た
の
が
ジ
ャ
コ
バ
ン

π
ロ
ベ
ス
ピ
ェ
コ
ル
で
、
彼
等
は
危
機
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
の
統
一
を

守
り
、
人
民
主
権
を
実
現
さ
せ
た
。
人
民
主
権
の
実
現
に
は
、
民
衆

の
「
下
か
ら
」
の
自
発
的
・
献
身
的
行
為
が
必
要
で
あ
る
。
ω
未
完

の
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
完
成
さ
せ
る
た
め
次
期
革
命
に
お
い
て
、
最
も

怖
し
い
の
は
、
現
代
の
ジ
ロ
ン
ド
党
た
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ギ
ゾ

ー
ら
に
よ
っ
て
感
染
さ
せ
与
れ
た
民
衆
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
無
気
力
で

あ
る
。
次
期
革
命
で
は
、
国
内
の
反
乱
や
市
艮
戦
争
や
対
外
戦
争
が

お
こ
る
よ
り
も
、
民
衆
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
、
飢
餓
に
耐
え
ら
れ
ず
一

七
九
四
年
に
p
ベ
ス
ピ
エ
ル
を
失
脚
さ
せ
た
よ
う
に
、
革
命
を
挫
折

さ
せ
る
こ
と
が
怖
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
革
命
が
長
期
間
つ
づ
こ
う

と
も
、
彼
等
が
そ
れ
を
支
持
し
国
民
を
統
一
し
、
自
分
の
幸
福
の
た

め
で
な
く
、
次
の
世
代
の
た
め
に
生
き
る
道
徳
「
献
身
」
を
実
践
す

る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。

　
以
上
要
約
し
た
思
想
を
忠
突
に
う
け
と
め
な
が
ら
い
一
〉
一
Φ
＝
理
は
、

労
働
者
的
立
場
で
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
ど
い
え
る
。

　
ビ
ュ
シ
ェ
の
「
友
愛
」
の
秩
序
は
「
共
同
社
会
」
o
o
二
日
籠
蚕
g
菰
実

現
の
た
め
の
産
業
の
協
同
組
織
器
。
。
○
。
㌶
試
9
μ
で
あ
っ
た
。
そ
の
構

想
は
す
で
に
三
一
年
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」
ピ
、
国
霞
。
℃
ひ
Φ
P
ピ
霞
⇒
巴

α
霧
ω
9
窪
。
⑦
ω
旨
○
宗
負
Φ
。
。
Φ
け
①
o
O
¢
9
巴
ρ
蝿
①
ω
の
中
に
示
さ
れ
て
い

る
が
、
労
働
者
に
生
産
用
具
を
獲
得
さ
せ
、
社
会
資
本
を
増
大
す
る

た
め
の
「
労
働
者
生
産
共
同
組
合
」
の
組
織
で
あ
り
、
と
く
に
、
個

人
的
に
譲
渡
臨
来
な
い
営
鑑
Φ
欝
露
①
、
ま
た
分
割
も
出
来
な
い

旨
周
く
一
丸
巨
Φ
社
会
的
資
本
の
形
成
・
増
加
に
よ
り
、
全
労
働
者
を
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

者
生
産
共
同
組
合
に
組
織
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
点
に
特
色
が
あ
る
。

い
．
》
げ
①
罵
留
の
〈
ρ
湊
o
o
す
葺
8
＞
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
　
「
労
働

者
の
労
苦
の
賜
物
で
あ
る
全
生
産
物
を
、
彼
に
確
保
す
る
た
め
に
は
、

不
労
所
得
を
廃
止
し
、
…
…
何
も
生
産
し
な
い
者
は
、
何
物
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
権
利
を
持
た
な
い
」
（
四
一
年
三
月
号
）
と
い
う
原
則
に
立
っ
て
、
そ

の
た
め
に
は
労
働
渚
階
級
は
労
働
用
具
の
占
有
℃
○
ω
ω
o
霧
δ
昌
を
必
要

と
す
る
（
四
五
．
三
）
。
そ
の
実
現
に
は
、
現
在
の
よ
う
な
親
方
と
労
働

者
の
不
滅
の
敵
対
的
利
害
関
係
が
、
社
会
的
に
存
在
す
る
限
り
不
可
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労働者の新聞rラトリェ』紙（杉村）

能
で
あ
り
（
四
八
．
一
　
）
、
我
々
は
親
方
お
よ
び
資
本
家
を
廃
止
す
る
よ

う
遽
進
ず
る
（
四
五
．
三
）
。
こ
の
よ
う
な
明
確
な
階
級
闘
争
の
意
識
か

ら
出
発
し
、
し
た
が
っ
て
ピ
、
匪
什
巴
興
の
霧
。
。
o
o
昼
江
。
ロ
は
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

王
政
初
期
以
来
、
労
働
者
の
中
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
　
「
若
干
の
労

働
蕃
が
個
人
的
利
益
の
立
場
か
ら
、
零
細
な
自
己
資
金
を
持
ち
寄
っ

て
、
　
一
定
．
期
間
生
産
協
同
組
合
を
つ
く
り
、
親
方
に
上
昇
す
る
た
め

に
行
な
う
」
協
同
組
合
で
は
な
か
っ
た
。
同
紙
に
よ
る
と
、
後
者
は

「
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
霧
ω
O
o
冨
賦
○
⇔
」
で
あ
っ
て
、
賃
金
生
活
者
の
解

放
と
親
方
の
廃
止
を
実
現
す
る
も
の
で
は
な
い
（
四
〇
．
十
）
。
か
か
る

協
同
組
合
で
は
、
労
働
力
が
不
足
す
る
と
補
助
的
に
賃
金
労
働
者
を

　
　
　
　
バ
ト
ロ
ソ

雇
用
し
、
資
本
家
と
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
彼
等
を
搾

取
す
る
。
そ
し
て
一
定
期
間
が
経
過
す
る
と
、
会
社
の
資
金
と
利
益

を
分
配
し
て
個
々
に
独
立
し
、
結
果
的
に
は
親
方
の
数
を
増
大
さ
せ

る
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
献
身
」
の
立
場
で
霧
。
。
o
o
昼
就
○
影
は

設
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
組
織
は
「
仕
事
。
Φ
二
く
お
に
応

じ
て
各
人
へ
の
分
配
を
行
な
い
、
労
働
者
の
利
益
に
の
み
立
脚
し
、

階
級
闘
争
を
終
結
さ
せ
、
す
べ
て
の
人
が
相
互
に
敵
対
す
る
こ
と
な

く
、
　
共
通
の
繁
栄
を
目
指
し
て
労
働
し
…
…
我
々
は
未
来
に
は
親

方
と
労
働
者
が
も
は
や
存
在
し
な
く
な
る
こ
と
を
慰
ん
で
い
る
」

（
四
一
・
二
）
○
疑
〉
尊
意
霞
は
自
由
競
争
が
工
場
主
だ
ち
を
エ
ゴ
イ
ス

ト
に
さ
せ
「
彼
等
の
仲
間
の
損
失
に
お
い
て
し
か
自
己
の
繁
栄
を
求

め
よ
う
と
し
な
く
な
っ
て
い
る
篇
（
四
丁
二
）
の
み
で
は
な
く
、
労

働
者
た
ち
を
も
「
と
も
ぐ
い
」
　
。
。
．
窪
霞
目
斎
く
。
お
頃
さ
せ
て
い
る
こ

と
を
憤
り
、
ビ
ュ
シ
ェ
の
協
同
組
合
理
論
の
中
で
革
命
的
価
値
を
み

と
め
た
の
は
「
個
人
に
分
割
さ
れ
ず
、
譲
渡
さ
れ
な
い
し
資
本
の
社

会
的
性
格
で
あ
っ
た
。
か
か
る
資
本
は
「
我
々
の
親
方
の
資
金
が
我

々
に
属
さ
な
い
と
同
じ
く
、
そ
の
よ
う
な
資
本
は
組
合
員
に
属
さ
な

い
」
（
四
一
．
三
）
。
か
か
る
点
で
ビ
〉
富
＝
零
は
自
ら
を
〈
コ
ミ
ニ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ト
〉
で
あ
る
と
宣
言
し
て
い
る
（
四
五
・
三
）
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
組
織
に
よ
り
、
労
働
生
産
物
の
最
も
正
当
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
セ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
セ

分
配
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
。
分
配
は
各
人
の
仕
事
に
応
ず

へ

る
こ
と
は
の
べ
た
が
、
そ
の
仕
事
は
、
生
産
さ
れ
た
労
働
の
「
内
在

的
価
値
」
蚕
く
巴
㊦
霞
β
需
ヨ
。
。
8
器
で
は
な
く
、
　
「
彼
が
そ
の
生

産
に
費
し
た
努
力
と
献
身
の
総
額
を
基
礎
と
す
る
」
（
四
一
．
七
）
。
し

た
が
っ
て
、
分
配
の
原
理
は
「
各
人
の
能
力
に
応
じ
て
」
で
は
な
く
、

労
働
者
の
「
善
な
る
意
志
。
。
鋤
ざ
考
①
＜
2
9
日
窓
に
応
じ
て
各
人

へ
」
と
公
式
化
さ
れ
う
る
（
四
二
．
＋
一
）
。
こ
の
こ
と
は
霧
。
。
○
。
3
甑
。
昌

の
管
理
者
の
給
料
を
組
合
の
メ
ン
バ
ー
の
そ
れ
よ
り
高
額
に
は
さ
せ
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ず
（
四
一
．
一
二
）
、
最
良
の
分
配
の
様
武
は
「
、
出
来
高
払
い
」
と
す
る
。
そ

し
て
、
　
「
最
も
辛
い
労
働
を
し
た
人
々
の
給
料
を
高
く
す
る
の
が
正

　
　
　
　
　
　
　
　
欝

当
で
あ
る
」
（
四
一
．
三
）
。
以
上
、
ぐ
〉
け
島
巽
の
誤
㏄
o
o
昼
鉱
9
｝
の
構
想

を
み
た
が
、
同
紙
が
か
か
る
組
織
で
労
働
者
の
解
放
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
の
は
「
経
済
的
秩
序
が
議
題
と
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
我
々

は
食
欲
の
大
義
。
磐
。
。
o
を
弁
護
す
る
の
で
は
な
く
、
労
働
者
の
尋
厳

と
自
由
の
大
義
を
弁
護
す
る
」
た
め
で
あ
り
（
四
五
．
一
）
、
生
産
手
段
の

共
有
を
通
じ
て
の
個
人
の
解
放
を
最
終
の
臼
標
と
し
て
い
る
。
そ
れ

は
同
紙
の
財
産
制
に
対
す
る
見
解
を
み
る
と
い
っ
そ
う
明
確
に
な
る
。

　
い
、
》
富
臨
空
は
財
産
を
二
つ
に
分
け
て
考
え
る
。
す
な
わ
ち
生
産

財
と
消
費
財
に
区
別
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
m
あ
ω
O
o
蜀
試
9
μ
の
構
想

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
用
呉
の
非
鰯
人
的
・
譲
渡
さ
れ
得

な
い
共
同
の
占
有
娼
○
。
。
器
霧
陣
。
昌
、
後
著
に
関
し
て
は
、
分
配
の
原
則

に
し
た
が
っ
て
各
個
人
が
獲
得
し
た
消
費
助
は
、
個
人
的
で
、
移
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
、
麟

す
る
こ
と
も
可
能
な
所
有
一
）
憎
（
弓
憎
δ
綜
西
一
・
七
）
で
あ
る
と
す
る
．
．

労
働
用
具
の
共
同
の
占
有
は
、
下
層
階
級
に
個
人
的
享
有
を
構
築
す

る
目
的
に
他
な
ら
な
い
（
四
五
．
五
）
。
さ
ら
に
財
産
相
続
に
関
し
て
は
、

現
行
の
よ
う
な
制
度
は
「
不
平
等
を
構
築
す
る
原
理
」
と
み
て
、
財
産

相
続
が
家
族
の
存
在
に
と
っ
て
絶
対
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
否

定
し
（
四
三
．
｝
）
、
　
「
絶
対
的
に
相
続
権
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

・
が
、
そ
れ
を
修
正
す
る
余
地
が
あ
る
」
（
四
八
．
一
〇
）
と
、
四
八
年
以

前
に
は
明
確
な
意
見
を
示
し
て
い
な
い
が
、
前
述
の
内
容
と
財
産
舗

に
対
す
る
態
度
か
ら
考
え
て
、
生
産
手
段
た
る
労
働
用
具
の
根
続
は

禁
じ
、
労
働
の
生
産
物
た
る
消
費
財
の
相
続
の
み
を
認
め
よ
う
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

う
含
み
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
所
有
や
相
続
制
へ
の
態
度
は
、
三
〇
年
代
の
共
涌
主

義
秘
密
結
社
に
流
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ー
フ
主
義
的
共
和
主
義
、

　
　
　
　
　
⑯

　
「
兵
営
」
的
共
産
主
義
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
三
九
年
の
，
「
季
節
風
」
の
蜂
起
事
件
後
、
四
〇
年
代
に
お
け

る
彼
等
の
流
れ
を
ひ
く
、
い
わ
ゆ
る
共
産
主
義
者
の
活
動
を
み
る
と
、

必
ず
し
も
ピ
．
〉
富
嵩
窪
の
主
張
と
本
質
的
な
差
異
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
次
に
七
月
王
政
期
の
共
和
主
義
秘
密
結
社
の
活
動
を
概
観
し
、

じ
、
〉
ε
嵩
自
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

①
ビ
ュ
シ
ェ
は
9
ρ
げ
窪
巴
ω
街
の
儀
宅
で
公
翻
講
義
を
し
た
り
、
新
聞
徽
、
ヨ
ー

　
ロ
ッ
パ
人
』
P
．
司
ρ
霞
3
忍
。
菖
を
発
行
し
て
サ
ソ
・
シ
モ
ン
派
お
よ
び
そ
の
鯛
の

　
異
端
で
あ
る
P
・
ル
ル
ー
の
『
地
球
』
び
¢
9
c
ご
。
と
対
抗
し
て
い
た
。
（
0
鐸
訟
霞
。
界

　
勺
．
ら
㌔
切
・
．
切
蓉
げ
窪
9
H
o
頓
。
凱
σ
q
脚
昌
。
肪
鳥
⊆
㎝
o
o
一
階
二
誹
ヨ
¢
o
げ
門
Φ
二
〇
芦
6
縣
。
◎
”

　
｝
）
｝
）
‘
幽
N
～
ら
G
。
（
合
2
＝
2
舅
貫
o
q
o
ご
労
？
．
乱
【
三
〇
轟
二
〇
δ
蒔
G
。
）
．
）
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②
　
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
ビ
ュ
シ
ェ
の
弟
子
で
祖
述
著
○
雰
。
　
（
当
時
弁
護
士
）
が

　
労
働
春
の
隣
結
行
為
を
す
す
め
た
理
由
で
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
時
の
押
収
文
書
の
中

　
で
リ
ヨ
ン
の
共
産
主
義
者
と
関
係
を
も
つ
て
い
た
こ
と
が
み
と
め
ら
れ
る
。

　
（
O
薯
一
一
＝
①
斜
q
＝
一
〇
戸
首
回
巴
島
．
o
彙
甑
。
昼
謹
）
．
お
り
～
b
。
8
）
マ

③
H
玄
自
■
乙
）
」
P

④
い
㊦
冨
9
旨
①
＝
誘
§
ω
ω
》
・
一
乙
陣
舜
お
窪
♂
三
。
声
b
。
㊤
白
岩
巴
。
。
ヨ
で
O
巷
8
ロ

　
が
の
べ
て
い
る
。
（
一
σ
乙
．
η
唱
．
α
も
。
）

⑤
　
涛
。
σ
q
奪
O
霧
舞
9
．
「
じ
。
。
・
。
・
o
霞
8
臨
。
｛
タ
三
巴
ω
霧
二
郎
ω
o
o
画
強
弓
ω
§
。
。
・
9
§
庁
鮎
ρ
器
．

　
δ
畠
9
（
平
田
清
明
訳
『
近
代
フ
ラ
ン
ス
社
会
思
想
史
臨
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
四

　
七
頁
）
、
＜
o
お
鉱
ロ
p
o
℃
．
。
凶
f
ワ
G
。
8

　
後
園
は
、
彼
女
の
計
画
は
ま
だ
多
く
の
面
で
空
想
的
で
よ
く
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
。

　
四
〇
年
代
の
共
産
主
義
は
ま
だ
多
く
の
点
で
祖
雑
な
垢
駈
け
し
な
い
も
の
で
あ
っ

　
た
と
の
べ
’
㌧
い
西
O
。

⑥
　
9
芝
三
一
。
5
ε
」
。
一
f
一
）
．
に
ご
匿
0
8
㏄
。
N
’
o
や
巳
戸
・
二
）
．
δ
聾

⑦
　
守
一
〇
■
；
）
■
さ
。
ρ

⑧
切
＝
昌
。
N
g
菊
。
髪
噛
叢
蓉
。
ぎ
窟
晋
旨
。
三
巴
酉
島
・
冨
力
曾
。
雪
ぎ
＝

　
坤
窪
。
鉱
α
。
o
g
㎞
o
琴
昌
露
一
　
臨
霧
　
霧
ω
§
μ
三
曾
頓
轟
峠
一
〇
H
μ
巴
。
ω
鳥
ε
三
研
嵩
。
。
O

　
甘
ω
ρ
5
．
o
誹
H
Q
。
ヨ
（
、
δ
！
、
巳
。
。
こ
｛
》
〔
戸
鼠
μ
℃
勲
三
ぎ
）
こ
の
昏
巻
の
序
文
に
ビ
ュ
シ
ェ

　
の
革
命
思
想
が
語
ら
れ
て
い
る
、
、
詳
し
く
は
拙
稿
「
ビ
ュ
シ
エ
と
革
命
」
　
（
『
西

　
洋
史
学
』
七
五
号
）
参
照
。

⑨
ビ
ュ
シ
ェ
の
協
同
組
合
理
論
に
つ
い
て
は
平
笑
筒
．
市
民
革
命
と
協
岡
思
想
』

　
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
黒
房
、
昭
和
三
五
年
）
に
詳
綱
な
研
究
が
あ
る
。

⑩
　
O
葺
、
坤
ヨ
。
び
。
や
。
圃
峠
．
こ
）
「
一
窃
¢

⑪
　

…
八
三
〇
～
三
四
年
は
労
働
碧
生
産
協
間
組
合
運
動
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
。

　
（
い
切
≡
7
p
ゴ
置
翼
。
ぎ
（
一
F
箪
8
〈
窪
§
二
〇
ロ
く
訟
霞
⇔
霞
。
巴
ω
糟
ρ
ど
℃
ρ
同
一
ρ

　
一
〇
巳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ニ
ス
ム

⑫
　
当
晦
の
概
念
で
は
典
産
主
義
は
財
産
共
有
に
よ
る
共
同
生
活
的
社
会
を
意
味
し

　
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
社
会
主
義
の
語
は
P
・
ル
ル
ー
の
『
燭
人
主
義
と
社
会
主

　
義
に
つ
い
て
』
か
ら
使
用
さ
れ
は
じ
め
、
共
産
主
義
に
対
し
、
富
の
社
会
化
に
よ

　
り
燗
人
の
自
由
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
（
O
ヨ
・
篠
O
づ
、
。
＝

　
目
毒
ロ
。
，
「
い
①
の
。
鼠
p
房
旨
Φ
脱
。
諺
欝
広
自
。
℃
」
一
詮
。
。
旧
℃
℃
b
卜
。
。
。
～
誌
。
。
）
’
な
お
本
稿

　
で
の
い
．
〉
ε
＝
舞
に
対
す
る
扱
い
は
、
二
八
四
七
年
に
は
社
会
主
義
は
中
産
階
級

　
の
運
動
で
あ
り
、
共
産
主
義
は
労
働
者
階
級
の
運
動
で
あ
っ
た
」
と
す
る
場
合
、

　
後
者
に
属
す
る
も
の
と
み
て
い
る
。
（
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
蔚
．
共
産
党
動
詞
』

　
一
八
四
八
年
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
序
文
（
岩
波
文
庫
一
一
五
頁
）

⑬
　
○
ζ
＜
一
霞
興
層
。
や
。
凶
叶
こ
唱
℃
■
一
①
刈
～
ミ
ρ

⑭
い
．
諺
富
二
母
、
は
℃
o
切
ω
霧
訟
9
μ
と
箕
。
窟
蒜
＄
の
語
を
区
別
し
て
使
用
し
て
い

　
る
。
O
円
く
一
H
一
δ
憎
は
ブ
ル
ー
ド
ソ
の
影
響
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
q
σ
一
岱
‘

　
℃
．
一
念
）

⑮
　
円
ぼ
⊆
。
ザ
や
ば
ト
。
「

⑯
　
ビ
ュ
シ
ェ
が
『
序
文
』
の
中
で
パ
ブ
ー
フ
に
薄
し
使
矯
し
た
語
。
詳
し
く
は
前

　
掲
拙
稿
四
九
頁
参
照
。

三

　
七
月
王
政
期
の
共
和
主
義
秘
密
結
社
運
動
の
源
流
は
「
人
権
協
会
」

㏄
0
9
①
蒜
．
〔
δ
ω
O
肖
。
雰
㏄
“
①
｝
、
＝
9
貸
づ
。
に
あ
る
。
　
こ
れ
は
七
月
革

命
の
硝
煙
の
中
で
誕
生
し
た
「
人
証
の
友
」
社
ω
o
o
竈
蒜
島
①
ω
〉
ヨ
冨

含
憎
窪
営
Φ
の
後
身
で
、
　
三
二
年
ラ
マ
ル
ク
将
軍
の
葬
儀
の
際
の

弾
圧
後
、
一
分
派
が
母
体
と
な
っ
て
新
組
織
を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ

①る
。
す
で
に
「
人
民
の
友
」
の
中
で
ブ
ラ
ン
キ
は
社
会
主
義
的
マ
ユ

63　（387）



フ
ェ
ス
ト
を
発
表
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
階
級
対
立

を
予
想
し
て
、
代
議
制
・
三
権
分
立
主
義
へ
の
攻
撃
を
表
明
し
て
い

る
。
ビ
ェ
シ
ェ
も
大
革
命
の
国
民
公
会
や
R
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
を
賛
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
、
政
治
に
お
け
る
強
権
を
主
張
を
し
て
い
た
。
　
「
人
権
協
会
」
は

地
方
と
、
労
働
者
へ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
重
点
を
お
き
、
パ
リ
に
中

央
機
関
、
地
方
に
多
く
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
リ
ヨ
ン
に
は
支
部

が
あ
っ
た
。
含
法
結
社
で
は
あ
っ
た
が
秘
密
の
会
合
で
活
動
し
そ
の

支
持
者
は
数
千
人
に
及
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
内
部
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
レ
　
ド

様
々
の
見
解
の
兜
立
が
あ
り
P
・
ル
ル
…
が
招
か
れ
て
「
綱
領
」
採
択

委
員
会
が
招
集
さ
れ
た
時
、
そ
の
代
表
者
た
ち
は
三
派
に
大
別
さ
れ

た
。
①
マ
ラ
ス
ト
嵐
母
壁
。
。
げ
ら
、
自
由
を
要
求
す
る
「
ダ
ン
ト
ソ

の
尻
尾
」
　
②
冒
Φ
げ
8
や
く
お
ロ
Φ
洋
Φ
ら
平
等
を
要
求
す
る
「
ロ

ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
尻
尾
」
。
　
こ
れ
は
バ
ブ
ー
フ
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
感
じ
て
い
た
。
③
Ω
○
α
①
律
○
団
O
磐
鉱
σ
q
⇒
霧
ら
友
愛
の
実

現
を
要
求
す
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
他
、
こ
の
結
社
の
雰
囲
気

で
見
落
せ
な
い
の
は
セ
ク
シ
ョ
ン
の
名
称
の
「
有
徳
の
友
」
》
ヨ
δ

α
①
す
く
。
ほ
葺
と
か
「
禁
欲
」
o
D
汁
9
且
ω
営
Φ
に
象
徴
さ
れ
る
道
徳

的
、
宗
教
的
感
情
が
全
体
の
運
動
に
流
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

「
人
権
協
会
」
の
綱
領
は
く
ぎ
σ
q
汁
山
Φ
隣
事
件
の
際
、
　
明
る
み
に
出

た
が
、
そ
れ
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
「
財
産
権
を
生
存
権
に
よ
っ
て

制
限
す
る
人
権
宣
言
」
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
　
＜
筥
σ
Q
汁
－

朋
①
導
事
件
の
関
係
者
は
、
　
人
罠
蜂
起
を
最
も
祝
聖
な
権
利
、
　
最

も
神
聖
な
義
務
と
主
張
す
る
　
「
人
民
の
権
利
」
　
U
Φ
。
。
U
8
淳
。
。
畠
質

℃
窪
豆
Φ
と
い
う
結
社
内
の
分
派
で
あ
る
が
、
○
騨
。
α
ユ
①
一
．
｝
営
の
、

報
告
書
に
よ
る
と
、
当
局
は
、
彼
等
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
「
農
地

均
分
法
」
を
支
持
し
、
財
産
制
度
の
変
更
を
企
て
た
と
の
理
由
で
問

　
　
　
　
　
　
　
　
③

題
撫
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
被
告
に
買
〉
富
犀
醇
に
加
わ

　
　
　
④

る
Ω
お
く
。
　
（
当
時
二
一
オ
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。
裁
判
で
公
表
さ
れ

た
彼
の
遺
書
に
は
「
自
由
の
神
聖
な
利
益
の
た
め
に
私
の
命
を
犠
牲

に
し
…
共
和
主
義
老
た
る
も
の
は
、
こ
の
国
に
王
が
二
丁
し
て
い
る

隣
は
日
々
死
を
覚
悟
す
べ
き
で
あ
る
。
…
地
上
へ
の
未
練
を
断
ち
切

ら
ね
ば
真
の
有
徳
に
は
な
れ
な
い
。
…
こ
の
世
界
で
革
命
を
志
す
も

の
、
善
行
を
志
す
も
の
は
墓
の
中
で
し
か
ま
ど
ろ
む
こ
と
は
出
来
な

⑤い
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
事
件
前
夜
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
当
時
の
共
和
主
義
者
の
行
動
に
宗
教
的
感
情
が
強
か
っ
た
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
は
い
、
》
胴
亀
霞
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
立
場
に

も
通
ず
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
三
三
年
末
、
こ
の
事
件
の
数
日
前
、

こ
の
結
社
の
メ
ン
バ
ー
が
労
働
老
の
ス
ト
ラ
イ
キ
扇
動
の
理
由
で
逮
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捕
さ
れ
た
が
こ
の
件
で
起
訴
さ
れ
た
も
の
の
中
に
当
時
仕
立
職
人
を

組
織
し
て
い
た
○
ユ
σ
q
p
8
と
靴
工
の
組
織
者
図
蹄
接
Φ
日
が
含
ま

れ
、
二
人
と
も
「
人
権
協
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
　
》
σ
q
彊
簿

に
よ
る
と
、
政
府
は
こ
の
年
の
一
大
ス
ト
ラ
イ
キ
が
ま
だ
職
業
的
要

求
し
か
掲
げ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
反
体
制
運
動
の
方
何
に
指

揮
さ
れ
る
こ
と
を
怖
れ
、
自
ら
の
立
場
を
正
当
化
す
る
た
め
外
見
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
人
権
協
会
」
の
活
動
を
理
由
に
起
訴
し
た
と
み
て
い
る
。
こ
の
三

三
年
の
共
禰
主
義
者
と
労
働
者
の
行
動
が
明
確
な
一
つ
の
目
標
で
結

ば
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
未
だ
実
証
さ
れ
て
い
な
い
が
、
か
か
る
懸

念
か
ら
政
府
は
両
者
を
｝
挙
に
弾
圧
す
る
措
置
に
出
た
。
こ
れ
が
三

四
年
四
月
と
三
五
年
九
月
の
諸
立
法
で
あ
る
。
四
月
法
で
二
十
名
以

下
の
結
社
も
禁
じ
ら
れ
、
九
月
法
で
は
、
新
聞
の
保
証
金
額
の
引
き

上
げ
、
デ
ッ
サ
ン
、
石
版
画
、
脚
本
へ
の
検
閲
、
正
へ
の
攻
撃
に
対

す
る
不
敬
・
侮
辱
罪
、
共
和
主
義
の
禁
止
な
ど
が
決
ぬ
ら
れ
、
共
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

主
義
運
動
の
弾
圧
を
ね
ら
っ
て
い
た
。
以
後
、
共
和
主
義
渚
は
秘
密

結
社
活
動
に
入
り
、
労
働
運
動
も
停
滞
気
味
で
そ
の
活
動
分
子
は
前

者
に
合
流
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
四
月
法
制
定
の
直
前
、
○
○
ω
ω
①
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
最
初
の
労
働
者
新
聞
の
芽
生
え
と
評
価
し
て
い
る
『
良
識
』
い
①

切
。
昌
ω
o
⇔
ω
の
発
行
責
任
者
閃
。
α
α
o
が
株
式
取
引
所
前
で
同
紙
の

、

表2　七月王政期の共産主義的秘密結社略年表
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呼
び
売
り
を
し
て
警
察
を
挑
発
し
た
際
、
　
「
人
権
協
会
」
の
メ
ン
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

」
が
彼
を
囲
ん
で
護
っ
た
事
実
が
あ
る
。

　
三
四
年
、
リ
ヨ
ン
お
よ
び
パ
リ
の
ト
ラ
ン
ス
ノ
ナ
ソ
街
の
大
虐
殺

後
、
共
和
主
義
者
は
そ
の
裁
判
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
役
割
を
果
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ワ
イ
エ

期
待
し
た
が
世
論
は
無
関
心
で
あ
っ
た
。
四
〇
年
ま
で
彼
等
の
巣
窟

で
あ
っ
た
秘
密
結
社
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
結
社
の

歴
史
は
∪
Φ
げ
口
。
＆
ρ
属
蓉
○
貯
①
α
Φ
ω
ω
o
o
δ
絃
ω
ω
Φ
臼
簿
①
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

（一

B。

p
O
）
や
、
警
察
や
そ
の
ス
パ
イ
の
報
告
、
裁
判
記
録
な
ど
を
史
料

に
し
て
い
る
が
、
結
社
の
名
称
、
思
想
的
立
場
、
結
社
成
立
年
月
日

な
ど
、
史
料
相
互
に
矛
盾
が
多
く
こ
れ
ら
結
社
の
中
で
形
成
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

思
想
の
進
化
の
研
究
は
困
難
で
あ
る
。
「
季
節
社
」
や
「
民
主
軍
団
」

に
関
し
て
は
三
九
年
の
五
月
事
件
に
関
す
る
裁
判
報
告
雷
か
ら
結
社

の
プ
戸
グ
ラ
ム
が
若
干
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
目
的
は
「
社
会

的
急
進
的
革
命
に
よ
る
土
地
お
よ
び
産
業
の
全
生
産
物
の
平
等
な
分

配
に
よ
る
社
会
的
平
等
の
実
現
」
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
理
念
は
、

「
す
べ
て
の
物
を
生
産
し
て
い
る
人
民
、
労
働
者
は
す
べ
て
の
物
を

占
有
す
る
権
利
を
持
つ
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
押
収
文
書
の
中
に
は
新

入
者
へ
の
質
問
形
式
に
よ
る
儀
式
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
る
で

コ
ソ
昌
づ
；
ナ
ー
ジ
昂
⑫

職
人
組
合
に
入
会
す
る
時
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
各
結
社

に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
最
初
に
成
立
し
た
「
革
命
軍
団
」
は
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

家
・
貴
族
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
破
壊
す
る
こ
と
を
夢
み
、
三
四
～
三
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

年
に
は
「
家
族
赴
」
に
合
併
さ
れ
た
と
も
い
う
。
　
「
家
族
社
」
は
バ

ル
ベ
ス
切
ρ
H
び
Φ
。
。
、
　
マ
ル
タ
ソ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
冒
僻
洋
貯
し
d
㊦
H
⇔
碧
ロ
、

ブ
ラ
ン
キ
切
㌶
ロ
ρ
鉦
の
指
揮
下
に
あ
り
、
若
干
は
議
会
用
語
も
知

ら
な
い
よ
う
な
労
働
者
で
、
そ
の
他
中
産
階
級
嵐
銀
飯
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
い
た
。
三
六
年
に
千
～
千
二
百
人
ほ
ど
の
加
入
者
が
あ
り
、

パ
ブ
ー
フ
的
革
命
的
暴
力
行
使
を
方
針
と
す
る
他
は
「
人
権
協
会
」

の
社
会
的
改
革
の
綱
領
を
持
っ
て
い
た
。
三
六
年
三
月
目
家
族
社
」

の
火
薬
密
造
所
が
発
覚
し
ブ
ラ
ン
キ
、
パ
ル
ベ
ス
ら
こ
四
名
が
逮
捕

　
　
⑮

さ
れ
た
。
こ
の
時
、
政
府
が
急
に
パ
リ
の
駐
屯
軍
を
移
動
さ
せ
、
第

二
二
軍
団
を
ア
フ
リ
カ
へ
派
遣
さ
せ
た
こ
と
は
こ
の
事
件
に
軍
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

参
加
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
の
事
件
後
「
家
族
社
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

r
分
裂
し
て
、
最
も
過
激
な
鼠
8
＄
o
q
⇔
霞
α
は
「
革
命
軍
団
」
の
後

身
、
　
「
民
主
軍
団
」
を
再
建
し
た
。
こ
れ
は
内
部
に
旧
軍
隊
組
織
を

維
持
し
新
し
い
「
分
隊
」
δ
ω
勺
巴
0
8
ロ
ω
を
持
っ
た
。
結
社
の
規

約
で
は
委
員
会
に
よ
る
軍
隊
へ
の
働
き
か
け
が
示
さ
れ
て
い
た
ら
し

い
。
冨
財
出
げ
8
の
報
皆
に
よ
る
と
こ
れ
ら
結
社
の
発
行
し
た
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
兵
士
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
。
他
方
三
七
年
の
大
赦
後
、
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ブ
ラ
ソ
キ
ら
は
姶
ん
ど
労
働
老
の
み
の
穏
和
霊
長
○
留
融
ω
を
集
め

て
「
季
節
社
」
を
組
織
し
た
。
こ
れ
は
「
人
権
協
会
」
の
遺
産
を
継

承
し
た
が
、
　
「
家
族
社
」
の
よ
う
に
地
方
と
は
連
絡
を
持
た
ず
パ
リ

で
の
革
命
の
成
功
を
期
待
し
て
い
た
。
加
入
者
は
六
百
～
九
百
人
だ

　
　
　
　
⑲

つ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
結
社
の
綱
領
は
三
七
年
ご
ろ
O
げ
。
口
g
の
警

察
の
記
録
に
、
所
有
の
廃
止
、
専
制
の
排
除
、
労
働
・
住
居
、
・
食
事

の
共
同
体
の
創
設
、
万
人
に
対
す
る
無
償
の
義
務
教
育
な
ど
が
記
さ

　
　
　
⑳

れ
て
お
り
、
こ
の
他
、
、
妻
の
共
有
、
家
族
の
廃
止
を
指
摘
す
る
論
者

　
　
⑳

も
あ
る
。
こ
の
結
社
は
バ
ブ
ー
フ
主
義
の
伝
統
を
代
表
す
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

さ
れ
、
人
物
で
は
ブ
ラ
ソ
キ
が
そ
の
化
身
と
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
と
は
別
の
潮
流
に
「
亡
命
者
連
盟
」
と
「
正
義
者
連
盟
」
が

あ
っ
た
。
前
者
は
三
二
年
パ
リ
で
労
働
老
・
学
生
・
知
識
人
ら
の
グ
ル

ー
プ
　
（
こ
れ
に
「
人
権
協
会
」
の
田
毒
冨
諺
が
参
加
し
て
い
た
）
が
母

体
と
な
り
三
四
年
に
成
立
し
た
。
そ
の
立
場
は
民
主
主
義
と
バ
ブ
ー

フ
主
義
で
あ
り
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
主
義
の
影
響
を
う
け
た
日
び
㊦
○
α
o
器

QQ

D
諺
富
吋
が
そ
の
理
論
を
代
表
し
、
国
家
に
よ
る
禽
資
会
社
形
式

の
労
働
者
生
産
協
同
組
合
を
主
張
し
て
い
た
。
三
六
年
に
こ
の
連
盟

か
ら
「
正
義
者
同
盟
」
が
分
離
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
社
に
は
ド
イ

r
ツ
．
ス
イ
ス
か
ら
の
亡
命
者
、
印
捌
工
の
国
・
ω
。
冨
℃
や
興
、
時
計

工
一
〇
ω
Φ
℃
高
冒
。
目
、
　
仕
立
職
人
芝
．
≦
Φ
台
墨
σ
q
そ
の
他
の
労
働

者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
が
含
ま
れ
「
季
節
社
」
と
共
通
す
る
、
生

存
権
・
代
表
権
・
教
育
権
を
原
理
と
し
て
い
た
。
　
「
正
義
者
連
盟
」

の
方
で
は
、
黒
檀
細
工
職
人
や
大
工
を
中
心
に
「
政
治
革
命
が
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
フ
　
オ
　
ル
　
ミ
　
ス
　
ト

共
和
国
を
実
現
に
導
く
」
と
考
え
る
選
挙
改
革
主
義
の
立
場
を
と
り
、

仕
立
職
人
・
靴
工
は
財
産
共
有
を
基
礎
に
神
秘
的
な
共
和
国
の
建
設

　
　
　
　
　
㊧

を
考
え
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
秘
密
結
社
が
活
動
し
て
い
る
中
で
、
七
月
王
政
は
政

治
的
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。
三
六
年
以
降
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
の

個
人
的
支
配
が
強
ま
り
、
そ
れ
に
紺
し
て
議
会
で
は
王
朝
的
左
派
と

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
左
派
が
野
合
し
モ
レ
冒
◎
獄
内
閣
を
攻
撃
し
て
い
た
。

三
九
年
ま
で
に
議
会
は
二
度
も
解
散
さ
れ
、
同
年
に
は
モ
レ
退
陣
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
と
内
閣
の
空
位
が
ニ
ケ
月
も
続
い
て
い
た
。
丁
度
こ
の
時
、
五
月

十
二
・
三
日
の
「
季
節
社
」
に
よ
、
る
蜂
起
事
件
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
事
件
そ
の
も
の
は
「
茶
番
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ブ
ラ
ン
キ
、
バ

ル
ベ
ス
ら
「
季
節
社
」
の
三
百
人
に
「
正
義
者
」
の
メ
ソ
。
バ
ー
が
加

わ
り
、
少
数
の
武
装
者
を
含
ん
で
パ
リ
の
民
衆
に
革
命
を
呼
び
か
け

た
。
そ
し
て
、
日
曜
日
な
の
で
誰
も
い
な
い
い
．
麟
勲
巴
α
Φ
≦
＝
①
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の
ホ
ー
ル
を
彼
等
だ
け
で
占
拠
し
、
プ
ラ
ソ
キ
起
草
の
「
王
制
・
貴

族
制
の
破
壊
、
平
等
の
支
配
の
確
立
、
雇
用
制
度
の
廃
止
」
宣
言
を

バ
ル
ベ
ス
が
読
み
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
民
衆
に
武
装
を
呼
び
か
け
、

兵
士
と
連
合
す
る
こ
と
を
訴
え
た
。
そ
の
他
、
市
内
の
留
置
場
か
ら

武
器
・
弾
薬
庫
を
奪
い
、
一
～
二
の
区
役
所
を
占
拠
し
バ
リ
ケ
ー
ド

を
築
い
た
が
、
兵
士
ら
は
あ
っ
さ
り
彼
等
を
制
圧
し
た
。
蜂
起
の
原

因
は
、
ブ
ラ
ン
キ
の
側
に
立
っ
て
み
る
と
、
こ
の
年
の
経
済
危
機
に

よ
る
失
業
者
の
増
大
（
パ
リ
で
十
万
人
と
い
う
）
と
内
閣
危
機
を
利
用

し
て
民
衆
を
武
装
蜂
起
さ
せ
、
革
命
の
チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ
た
と
い
え

⑳る
。
　
説
で
は
旨
。
簿
餌
σ
q
昌
霞
Ω
。
。
の
　
部
に
警
察
の
ス
パ
イ
が
潜
入

し
内
部
で
挑
発
し
て
「
季
節
社
」
を
行
動
へ
と
駆
り
た
て
た
の
で
は

な
い
か
と
見
る
む
き
も
あ
る
。
　
零
点
艮
。
Φ
d
o
ヨ
日
ρ
⇒
㎝
霧
は
外
務

省
で
発
見
さ
れ
た
く
日
霧
冨
目
舞
文
書
〉
で
、
ブ
ラ
ン
キ
が
無
実
で
あ

り
、
バ
ル
ベ
ス
の
あ
さ
ま
し
い
術
策
の
犠
牲
に
な
っ
た
の
だ
と
い
っ

　
　
⑳

て
い
る
。
ブ
ル
ー
ド
ン
も
ブ
ラ
ソ
キ
の
無
実
を
主
張
し
て
い
た
と
い

　
　
　
　
　
⑳

う
こ
と
で
あ
る
。
同
。
悶
①
諺
。
凍
は
譲
。
簿
ρ
σ
q
舜
a
の
奇
怪
な
行
動
は

と
も
か
く
、
未
だ
か
つ
て
蜂
起
が
こ
れ
ほ
ど
時
宜
を
得
て
お
こ
っ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

政
府
の
空
位
が
数
ヶ
月
続
い
て
い
た
そ
の
時
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を

ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
ま
わ
り
に
結
集
さ
せ
る
に
は
反
政
府
的
革
命

派
の
大
胆
な
計
画
ぎ
。
o
な
α
Φ
ヨ
p
貯
こ
そ
必
要
事
で
あ
っ
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ず
だ
と
推
測
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
件
に
対
し
民
衆
は
パ
リ
で
も
地
方
で
も
無
関
心
で
、
地
方

で
は
警
察
の
挑
発
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
ゆ
　
「
季
節
往
」
の
メ
ン
バ
ー

は
ブ
ラ
ン
キ
以
下
大
量
に
逮
捕
さ
れ
、
こ
の
結
社
は
事
実
上
潰
れ
た
。

「
正
義
者
連
盟
」
か
ら
参
加
し
た
ド
イ
ツ
人
ら
も
打
撃
を
受
け
、
ワ

イ
ト
リ
ン
グ
は
ス
イ
ス
へ
亡
命
し
、
ロ
ン
ド
ン
へ
亡
命
し
た
も
の
も

あ
る
。
こ
の
組
織
は
そ
の
後
、
四
〇
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
再
建
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
か
ら
フ
ラ
ン
ス
で
も
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
そ
の
教
説
は
と
も

か
く
、
労
働
運
動
は
本
能
的
に
一
国
の
労
働
者
の
連
帯
を
国
際
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
連
帯
へ
と
結
び
つ
け
る
傾
向
が
出
て
く
る
。
　
ピ
、
諺
富
墜
下
が
チ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ー
チ
ス
ト
へ
連
帯
を
呼
び
か
け
た
り
、
ロ
ン
ド
ン
へ
亡
命
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
⑫

イ
タ
リ
ア
人
労
働
者
と
マ
ッ
ッ
ィ
ー
二
を
通
じ
て
連
絡
を
し
て
い
た
．

の
も
か
か
る
背
景
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
三
九
年
の
事
件

お
よ
び
「
季
節
祉
」
に
い
、
≧
豊
2
の
コ
ル
ボ
ソ
は
近
接
し
た
行
動

　
　
　
　
　
⑬

を
と
っ
て
い
た
。
ま
た
同
紙
の
編
集
者
達
が
一
八
隣
○
年
ま
で
は
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

謀
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
四
八
年
三
月
に
表
明
し
て
い
る
。

　
四
〇
年
に
お
け
る
い
、
》
富
副
賃
の
創
刊
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
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こ
の
三
九
年
の
「
季
節
社
」
の
事
件
の
反
省
か
ら
、
大
衆
的
基
盤
を

も
ワ
た
革
命
運
動
を
志
向
す
δ
も
の
と
し
て
現
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
次
に
四
〇
年
代
の
共
和
主
義
的
秘
密
結
社
活
動
と
い
、
》
什
豊
興

の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
点
を
検
討
し
て
み
た

い
。

①
　
H
．
目
。
冨
ヨ
。
舞
目
①
窟
騨
一
詠
噌
げ
腎
騨
ぎ
・
・
8
ω
ご
累
8
舘
。
げ
一
。
紆

　
冒
｝
＝
o
戸
℃
霞
一
。
。
魍
お
O
ド
℃
唱
．
b
。
痒
～
ミ
P

②
H
三
9
唱
』
⑦
b
。
■

③
o
ぎ
α
住
巴
．
≧
日
課
。
。
α
。
・
o
．
窒
葺
お
ω
膳
．
国
9
唱
。
同
伴
レ
。
。
。
。
㎝
壁
H
噛
署
・
。
。
ω

　
～
繍
（
o
津
ひ
℃
鴛
月
。
げ
Φ
嵩
。
ゆ
一
ぼ
3
y

④
　
O
げ
霞
H
＄
凋
田
鵠
o
o
δ
O
げ
㊦
ぐ
①
彼
一
は
帳
簿
係
富
コ
①
舞
住
¢
凱
く
お
を
勤
め
た

　
労
働
者
で
七
月
革
命
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
蜂
起
・
ベ
ル
ギ
ー
の
独
立
運
動
な
ど
に

　
参
加
し
た
熱
烈
な
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
主
義
者
で
二
月
革
命
後
は
ブ
ル
ー
ド
ソ
に
接

　
近
す
る
。
（
U
8
焦
。
コ
昌
碧
同
。
σ
δ
σ
q
冨
℃
げ
一
ρ
臣
括
目
。
口
く
⑦
筥
⑦
暮
8
く
ユ
①
き
挫
H
・

　
（
お
漣
）
’
緊
念
⑦
．

⑤
　
同
。
匿
諺
。
皆
。
や
9
営
や
に
り
9

⑥
　
》
σ
q
器
漕
。
℃
■
o
搾
噛
℃
や
犀
α
～
臣
①
・

⑦
即
ぎ
暮
亀
”
u
㊤
竃
。
皐
『
畠
坤
⑦
唱
巨
。
旨
。
三
二
・
同
。
。
描
～
お
蒔
。
。
讐
お
訓
電
’

　
H
①
蒔
～
戸
⑦
9
な
お
、
七
月
王
政
期
の
撫
慨
説
は
晶
剛
川
』
貝
次
ハ
脇
〃
『
フ
ラ
ン
ス
鞭
師
命
史
研
一

　
究
』
　
（
創
面
社
、
昭
和
三
【
年
）
参
照
。

⑧
O
。
ω
ω
。
N
は
労
働
者
の
新
聞
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
、
廉
価
な
こ
と
、
権
力
の
妨

　
害
を
さ
け
て
販
売
人
を
護
り
、
購
読
者
を
拡
大
す
る
磨
主
的
組
織
の
存
在
す
る
こ

　
と
を
あ
げ
、
最
初
の
そ
の
例
と
し
て
い
①
切
。
口
ω
窪
ω
を
評
価
す
る
が
、
公
共
図
書

　
館
に
お
け
る
そ
の
蒐
藥
は
不
備
な
た
め
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
。
（
o
や
。
搾
も
」
b
。
。
。
）

⑨
8
。
匿
ヨ
。
津
。
℃
■
9
ρ
や
8
噌
噸

⑩
切
器
訂
乙
”
津
訂
暮
無
9
お
ω
。
営
①
彰
葺
。
ド
。
。
命
噛
ρ
鼠
巳
。
。
ψ
。
ゆ
ゆ
p
唱
臼
庁
・

　
H
◎
。
激
…
○
骨
9
α
o
一
．
ま
P
｝
暮
。
馨
暮
伽
ロ
一
q
o
g
o
σ
話
H
。
。
お
…
鼠
曾
一
塁
o
F

　
》
ぬ
巴
お
α
㊦
。
。
H
b
。
簿
一
G
。
日
巴
一
。
。
ω
P
菊
石
喝
。
昼
一
。
。
ω
O
嚇
9
。
。
ゆ
蛋
Φ
豆
竃
㊦
旨
。
岸
①
伊

　
　
o
。
合
（
俸
く
9
）
…
円
霧
。
プ
。
器
ρ
虚
層
菊
。
く
器
厳
霞
。
。
。
℃
o
o
賦
く
。
な
ど
が
あ
る
。

⑪
8
昌
①
話
。
跨
。
や
簿
こ
や
。
。
刈
ρ

⑫
＜
。
黄
巳
器
讐
。
や
葺
こ
竈
・
一
α
～
峯

⑬
勺
。
暮
巴
曽
。
も
．
簿
‘
や
ミ
P
．

⑭
u
。
濠
号
ω
”
。
や
簿
．
層
や
日
“
吟
「
家
族
社
」
は
ブ
ラ
ソ
キ
と
対
立
し
て
い
た

　
バ
ル
ベ
ス
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ブ
ラ
ン
キ
は
三
五
年
入
会
、
「
家
族
」
と
い
う
五
～

　
一
二
人
の
細
胞
に
分
れ
て
い
た
。

⑮
　
H
σ
圃
ρ
娼
」
蕊
噛
唱
。
暮
㊦
一
一
．
o
℃
’
。
搾
や
ミ
ご
8
。
H
冨
諺
。
険
、
o
や
。
罫
・
℃
・

　
ω
刈
も
。
■

⑯
ゴ
冨
ヨ
。
㌣
o
や
簿
‘
℃
・
ω
。
。
P

⑰
ほ
。
ロ
3
α
q
轟
巳
ω
は
、
三
九
年
五
月
事
件
以
降
成
立
し
た
と
み
る
も
の
、
そ
れ

　
以
前
か
ら
あ
っ
て
蜂
起
を
挑
発
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
「
畏
主
軍
団
」
と
同
一
の

　
も
の
と
す
る
な
ど
異
説
が
あ
っ
て
は
っ
き
り
し
な
い
。
と
に
か
く
三
九
年
切
事
件

　
に
関
連
し
て
奇
怪
な
存
在
で
あ
る
。

pa　os　pt　＠　op　＠　mp　a，］　＠

寓
曾
ご
げ
o
F
o
℃
．
q
け
こ
や
ω
ω
（
。
謬
①
娼
母
野
。
｝
6
露
。
捧
。
℃
・
。
搾
噛
や
ω
。
。
ω
）

6
畠
。
巨
。
螢
。
や
9
叶
‘
唱
．
ω
。
。
ω
鴇
℃
o
馨
Φ
一
一
噂
。
℃
・
9
挫
こ
娼
・
嵩
ド

＜
o
茜
巳
口
ρ
o
や
9
け
二
や
這
「

勺
9
昏
①
一
H
「
o
℃
．
9
f
や
H
刈
ド
．

U
o
置
雰
霧
噛
。
や
。
凶
f
℃
．
嵩
㎝
…
℃
o
障
。
鐸

H
玄
昏
陶
や
嵩
9

℃
o
葺
。
一
一
讐
。
や
。
圃
庁
‘
唱
や
ミ
O
～
一
癖
■

U
9
一
青
房
”
O
や
。
搾
噛
℃
や
H
刈
刈
～
旨
◎
Q
．

円
。
冨
白
。
坤
。
や
9
ダ
や
ω
刈
◎

o
℃
．
9
叶
こ
緊
嵩
一
顧
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⑳
　
寓
■
U
o
ヨ
日
鋤
類
σ
q
Φ
戸
切
冨
溢
ρ
三
簿
　
冨
α
0
2
ヨ
。
暮
↓
p
⊃
o
H
器
器
騨
F
o
諜
①

　
U
o
謡
鼠
譜
。
噂
”
o
や
9
叶
．
嘲
や
峯
G
◎
．

艶
　
U
o
目
雷
昌
ρ
o
や
。
搾
噛
や
嵩
り
■

⑱
　
↓
o
冨
ヨ
。
舞
。
や
。
凶
げ
‘
℃
も
。
謬
9

⑳
　
U
o
一
一
①
p
蕊
旧
。
や
。
凶
日
‘
や
．
同
刈
ω
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

⑪
　
「
こ
の
世
で
苦
し
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
々
は
そ
の
不
幸
の
終
り
を
期
待
し
、

　
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
の
永
遠
㊦
阿
盟
を
願
っ
て
し
っ
か
り
と
翻
結
し

　
よ
う
」
　
（
四
二
・
十
）
　
（
0
5
島
凱
。
お
。
や
軍
戸
で
ワ
H
一
H
）
こ
れ
に
対
し
四
一
二
年

忌
一
月
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
は
こ
れ
と
同
様
な
返
事
を
与
え
て
い
る
。
（
U
。
｝
ぼ
露
ρ
。
や

　
o
写
”
や
一
〇
。
㊤
）

⑫
　
彼
の
下
で
、
諺
唱
。
8
一
暮
。
唱
。
℃
。
囲
胃
。
紙
を
編
雄
小
し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
人
労
働

　
者
。
マ
ッ
ツ
ィ
ー
二
の
手
紙
は
照
　
年
に
自
殺
し
た
印
刷
工
切
。
》
・
禽
（
い
、
諺
8
獄
。
噌

　
の
非
常
任
編
集
者
）
の
遺
族
へ
の
寄
付
を
麟
紙
に
仲
介
者
と
な
っ
て
ほ
し
い
癬
と

　
い
、
〉
仲
匙
一
母
の
最
近
号
が
未
溢
で
あ
る
こ
と
を
記
し
、
H
窪
①
〈
窪
呂
宛
て
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
エ
　
ラ
　
ソ

　
て
い
る
。
　
（
O
ロ
ぐ
一
艶
Φ
ぴ
。
唱
・
o
一
£
や
ト
。
8
）
後
蛮
は
同
紙
の
発
行
責
任
者
を
し
、

　
一
八
四
〇
年
に
は
印
刷
工
の
抵
抗
の
結
社
。
り
。
。
綜
滋
身
噂
。
舜
℃
三
の
ロ
。
を
組
識

　
し
て
い
る
。
（
H
玄
α
ご
や
竃
）

⑳
　
U
8
鉱
。
臣
轟
解
㊦
げ
陣
。
α
q
鑓
℃
三
ρ
9
α
瓢
日
。
鎧
く
①
ヨ
Φ
暮
。
環
≦
一
興
焼
押
℃
や
蒔
㎝
㎝

　
～
a
⑦
・
コ
ル
ボ
ソ
は
三
三
年
以
来
、
パ
リ
に
来
住
し
、
共
産
主
義
春
・
フ
ー
リ

　
エ
主
義
沓
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
二
二
σ
o
β
品
に
よ
る
と
の
ち
に
第
一
イ
ン
タ

　
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
も
滲
遺
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

⑭
　
O
¢
＜
諺
δ
さ
。
や
。
霊
、
℃
．
塾
。
O
・

㊧
　
こ
の
当
蒔
三
五
～
四
一
年
ま
で
は
ブ
オ
ナ
ロ
テ
ィ
国
5
0
口
碧
。
ま
凶
『
平
等

　
の
た
め
の
陰
、
謀
』
　
（
O
o
コ
ω
勺
貯
餌
鉱
。
灘
唱
。
ロ
H
一
．
帥
σ
Q
巴
幽
綜
α
津
。
山
Φ
b
づ
p
σ
Φ
口
鉾

　
H
O
。
ゆ
Q
。
）
が
秘
真
結
挫
に
属
し
て
い
た
労
働
者
に
最
も
拡
ま
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ヨ

　
U
o
＝
＄
蕊
は
、
そ
の
バ
ブ
ー
フ
主
義
は
四
〇
年
代
イ
カ
リ
ァ
空
義
σ
発
展
に
お

　
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
O
や
O
搾
噛
や
笥
O
）
。
　
ま
た
柴
田
三
千
雄
『
バ

ブ
ー
フ
の
陰
謀
』
　
（
岩
波
書
店
…
九
六
七
年
）
は
、
ブ
オ
ナ
ロ
テ
ィ
の
立
揚
は
ネ

オ
・
バ
ブ
ー
フ
主
義
で
、
本
来
の
パ
ブ
ー
フ
主
義
の
持
つ
火
衆
運
動
の
側
面
を
脱

落
さ
せ
、
反
ボ
ナ
パ
ル
ト
運
動
と
結
合
し
た
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
秘
蜜
結
栓
運
動
の

理
論
に
転
化
し
た
。
バ
ブ
ー
フ
主
義
は
秘
密
結
社
運
動
の
理
論
と
し
て
で
な
く
革

命
の
大
衆
性
を
圓
復
す
る
立
揚
で
カ
ベ
ー
、
サ
ヴ
ァ
リ
、
ブ
ラ
ソ
キ
ら
に
深
い
影

響
力
を
与
え
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
三
五
四
頁
⊥
一
一
五
六
頁
）
　
以
上
か
ら
少
な

く
と
も
ブ
オ
ナ
撰
テ
ィ
の
思
想
は
陽
○
年
代
の
大
衆
的
基
盤
を
求
め
る
革
命
運
動

に
対
し
て
は
ネ
ガ
チ
ー
フ
な
関
係
を
持
つ
も
の
と
判
断
さ
れ
る
が
、
と
く
に
ビ
ュ

シ
ェ
が
繋
平
等
の
た
め
の
陰
謀
』
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
点

の
検
討
を
更
に
行
な
う
必
要
が
あ
り
（
同
ω
騨
讐
げ
㊦
H
漕
U
o
貯
Ω
蜀
凪
げ
。
ロ
昌
。
甑
Φ
餌
眉

。。

z
暮
－
ω
一
舅
9
瓢
ω
旨
臼
同
け
自
創
㊦
。
ワ
霞
ず
輔
窪
器
ω
ω
Φ
α
①
切
督
。
げ
Φ
N
噂
一
㊤
8
「
や

一
。
。
⇔
）
、
そ
れ
と
い
、
〉
搭
民
田
と
の
関
係
協
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

魑
つ
。

四

　
一
八
四
〇
年
代
の
共
産
主
義
的
秘
密
結
祉
に
関
し
て
は
三
九
年
ま

で
よ
り
も
っ
と
史
料
が
少
な
く
、
多
く
の
楊
合
、
結
社
が
新
し
く
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

わ
れ
た
の
か
、
単
な
る
名
称
の
変
化
が
問
題
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。

　
三
九
年
の
事
件
後
、
　
「
季
節
社
」
の
残
党
は
四
〇
年
に
．
冒
。
暮
甲

σQ

蘭
ｶ
島
と
合
流
し
、
別
の
結
社
「
共
産
．
主
義
者
協
会
」
Q
D
O
o
δ
涼

O
o
ヨ
ヨ
琿
巳
の
冨
を
形
成
し
た
。
そ
れ
は
表
2
の
如
く
三
つ
の
セ
ク
シ

ョ
ン
に
分
れ
、
そ
の
最
過
激
派
い
Φ
ω
日
轟
く
鉱
　
①
賛
の
国
σ
q
巴
淳
鉱
同
Φ
ω

は
、
三
九
年
の
事
件
の
説
明
の
た
め
、
『
国
民
』
紙
い
①
翼
斜
¢
8
鮎
、
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『
平
民
』
紙
び
Φ
℃
o
℃
巳
巴
お
『
人
民
新
聞
』
ピ
①
｝
o
霞
昌
熊
曾
囹
窪
覧
Φ
、

『
商
業
新
聞
』
い
①
｝
o
母
鋤
四
身
O
O
営
巳
Φ
械
8
と
会
合
を
開
い
て
い
る
。

こ
の
国
σ
Q
9
犀
手
話
ω
は
『
人
道
主
義
者
』
紙
b
、
頃
二
旨
ρ
黒
縁
貯
①
の
教

説
を
持
ち
、
四
〇
年
十
月
の
d
只
今
①
ω
事
件
が
こ
の
派
の
陰
謀
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
②

な
さ
れ
て
お
り
、
Ω
跨
。
α
q
o
一
．
諺
ヨ
の
報
告
に
よ
り
次
の
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
。
こ
の
派
は
「
季
節
社
」
の
組
織
を
保
持
し
、
以
前
に

週
、
月
、
春
と
称
し
た
区
分
億
白
Φ
菰
醇
・
町
鳶
興
・
貯
げ
目
一
ρ
器
と
変

り
㍉
結
社
の
規
則
は
秘
密
行
動
を
と
る
た
め
の
綿
密
な
手
段
を
規
定

し
、
闘
争
の
時
点
で
し
か
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
名
前
を
明
か
さ
な

い
こ
と
に
な
汐
て
い
た
。
結
社
の
規
約
男
壇
。
冷
ω
臨
◎
昌
α
Φ
脇
。
裾
山
①
一
ρ

き
薯
①
置
Φ
a
冨
。
試
8
は
「
家
族
社
」
以
来
の
伝
統
に
し
た
が
っ
て

一
種
の
「
教
理
問
答
」
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
に
本
質
的
諸
原
理

が
含
ま
れ
て
い
る
。
結
社
の
目
的
は
、
ω
財
産
の
共
有
に
よ
り
現
実

的
平
等
を
実
現
す
る
こ
と
。
②
既
存
の
社
会
生
活
が
完
金
に
根
絶
さ

れ
た
時
点
で
の
事
物
の
状
態
は
共
同
社
会
8
日
ヨ
自
磐
富
で
あ
り
、

こ
れ
は
真
の
共
和
国
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
社
会
的
負
担
と
恩
恵
の
最

も
平
等
な
分
配
が
な
さ
れ
、
各
人
は
公
共
の
仕
事
や
生
産
に
協
同

し
、
そ
の
力
や
能
力
に
応
じ
て
報
酬
を
受
け
、
道
徳
的
・
肉
体
的
・

知
的
要
求
一
般
の
満
足
を
平
等
に
享
受
出
来
る
。
㈲
正
義
と
献
身
の

上
に
立
脚
し
た
真
の
道
徳
に
よ
り
、
各
人
の
義
務
は
第
一
に
そ
の
同

類
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
彼
等
に
と
っ
て
自
分
が
有
用
な
人
間
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
第
へ
に
な
す
べ
き
行
為
は
労
働

す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
国
立
工
場

纂
Φ
財
Φ
話
昌
暮
δ
昌
舘
図
の
組
織
・
最
低
賃
金
の
法
的
規
則
・
一
巳
八

時
間
労
働
・
各
察
へ
の
相
互
教
授
学
校
⑰
0
9
①
ω
日
暮
器
娼
①
ω
の
設

立
（
教
師
が
指
導
し
て
生
徒
同
志
で
授
業
す
る
学
校
）
な
ど
が
あ
る
。
重

要
な
こ
と
は
、
革
命
の
勝
利
後
、
強
力
な
人
民
独
裁
が
必
要
と
み
て

い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
「
品
性
を
陶
冶
し
、
障
害
を
克
服
し
、
諸
原

理
を
適
用
す
る
政
策
を
実
施
す
る
た
め
の
道
な
ら
し
を
す
る
」
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
同
④
巴
淳
蝕
お
ω
は
戦
術
と
し
て
、
革
命
行
動

を
導
く
た
め
の
蜂
起
も
、
即
刻
の
革
命
的
行
動
も
含
ん
で
は
い
な
い
。

「
現
在
に
関
し
て
、
我
々
は
メ
ン
バ
ー
に
既
存
の
も
の
を
憎
悪
す
る

こ
と
を
鼓
吹
し
、
社
会
の
基
礎
に
触
れ
な
い
で
政
治
的
改
革
の
み
を

志
向
す
る
い
わ
ゆ
る
民
主
主
義
者
た
ち
か
ら
は
遠
ざ
か
れ
と
云
お

③う
」
と
主
張
し
て
い
た
。

　
次
は
三
派
の
う
ち
、
最
も
穏
和
派
旨
。
α
⑩
ω
O
と
い
わ
れ
る
〈
。
○
旨
，

導
。
巳
簿
Φ
〉
で
、
こ
れ
は
日
。
げ
Φ
旨
○
ぬ
に
よ
る
と
、
カ
ベ
ー
の
イ
カ
リ

ァ
主
義
の
パ
ル
チ
ザ
ン
で
、
パ
リ
よ
り
も
地
方
へ
共
和
主
義
思
想
の
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普
及
を
狙
っ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
事
実
、
三
六
～
四
八
年
は
共
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

主
義
思
想
の
地
方
普
及
が
目
立
っ
て
い
る
。
政
府
は
革
命
派
の
大
胆

な
計
画
δ
。
○
ロ
℃
α
①
日
巴
ロ
で
首
都
が
占
領
さ
れ
る
と
既
存
体
制

は
崩
壊
す
る
と
考
え
て
い
た
の
で
、
パ
リ
の
秘
密
結
社
は
き
び
し
く

追
求
し
た
が
、
地
方
に
お
け
る
共
和
主
義
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
は
か

な
り
覧
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
五
年
九
月
法
は
共
和
主
義
の
公
然

た
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
阻
止
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ユ
ー
ト
ピ
ス
ト

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
あ
ま
り
妨
害
さ
れ
な
か
っ
た
。
　
し
か
し
、
　
こ

の
九
月
法
以
来
、
共
和
国
や
政
府
の
形
態
を
公
然
と
論
じ
得
な
い
の

で
、
想
像
力
を
借
り
て
共
和
主
義
的
形
態
の
理
想
的
都
市
イ
カ
リ

ア
の
姿
で
。
○
日
蔭
鐸
巳
珍
①
の
教
説
を
広
め
て
い
た
。
　
8
0
び
Φ
匹
○
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
ソ
　
ケ

は
、
　
地
方
に
お
け
る
民
主
的
「
改
革
宴
会
」
を
通
し
て
カ
ベ
！
ら

o
o
葺
ヨ
q
巳
ω
げ
Φ
は
秘
密
結
社
と
連
絡
を
持
ち
（
当
時
、
秘
密
結
社
が

新
聞
編
集
事
務
所
を
装
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
）
　
『
ナ
シ

ョ
ナ
ル
』
紙
や
『
改
革
』
乏
い
ρ
閃
無
○
冠
ヨ
①
そ
の
他
、
地
方
の
新

聞
と
会
合
を
持
ち
、
闘
争
の
日
の
た
め
に
共
和
主
義
の
広
い
陣
営
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
形
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。

　
三
派
の
う
ち
融
8
目
叢
叢
④
に
関
し
て
は
、
先
に
挙
げ
た
O
鍵
ヨ
霧

事
件
、
ρ
器
ほ
ω
ω
卑
事
件
の
報
告
書
で
、
そ
れ
ら
事
件
と
関
連
し
て

そ
の
派
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
彼
等
は
選
挙
改
革
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

め
の
煽
動
を
支
持
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
詳
し
い
説
明
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
い
、
昌
昌
巴
禽
側
の
提
出

す
る
資
料
を
み
る
と
、
こ
れ
が
同
紙
の
発
行
に
関
係
し
た
一
派
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い
、
》
富
加
興
の
創
刊
号
の
次
の
二
葉
は
国
σ
q
巴
詳
9
冒
Φ
の
「
教
理
問

答
」
の
内
容
と
酷
似
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
す
べ
て
の
人
間
は
社
会
の
た
め
に
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
祉
会
は
そ
れ

　
と
引
換
え
に
彼
の
物
質
的
・
道
徳
的
す
べ
て
の
要
求
の
十
分
な
満
足
を
彼

　
に
与
え
ね
ば
な
ら
ぬ
、
す
な
わ
ち
、
彼
と
そ
の
家
族
の
衣
食
住
に
と
っ
て

　
充
分
な
賃
金
を
。
さ
ら
に
、
労
働
を
欠
く
時
に
は
労
働
を
。
病
気
の
時
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
治
療
と
看
護
を
。
老
令
で
衰
弱
し
た
ら
庇
護
断
と
パ
ソ
を
。

　
し
か
し
、
い
．
諺
富
津
は
墨
時
の
社
会
主
義
の
中
で
「
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』

　
　
　
⑧

紙
の
手
先
」
と
呼
ば
れ
、
後
老
へ
の
労
働
者
の
支
持
を
集
め
る
た
め

に
活
動
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
向
き
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
関

し
て
若
干
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　
後
述
す
る
よ
う
に
四
〇
年
の
∪
異
B
舘
事
件
や
四
二
年
の
い
．
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

》
富
冨
円
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
立
場
の
表
明
で
支
持
者
が
減
り
彼
等
の

寄
金
で
維
持
し
て
い
た
財
政
が
不
安
定
に
な
っ
た
の
で
、
四
四
年
同
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紙
発
行
の
た
め
の
合
資
会
社
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
れ
は
百
フ
ラ
ン
百

株
で
一
万
フ
ラ
ン
を
も
と
に
、
規
約
で
は
利
子
も
配
当
も
一
切
せ

ず
、
利
潤
は
す
べ
て
同
紙
の
拡
大
に
充
て
ら
れ
、
株
主
総
会
を
毎
年

五
月
に
開
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
次
の
二
事
項
に
関
す
る
限
り
規

約
改
正
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ω
新
聞
の
編
集
は
労
働
者
の
み
で

構
成
さ
れ
る
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
。
②
こ
の
委
員
会
は
労
働
者

の
株
主
の
み
の
会
議
で
多
数
決
で
選
出
さ
れ
る
こ
と
。
労
働
者
で
な

い
株
主
は
こ
の
選
挙
に
対
す
る
議
決
権
を
持
た
な
い
こ
と
。
以
上
の

こ
と
は
変
更
さ
れ
得
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
。
　
記
事
は
通
常
、

　
　
　
　
　
　
⑩

無
署
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
社
組
織
は
、
同
紙
の
購
読
者
が
労
働
者

だ
け
で
な
く
、
し
か
も
、
労
働
者
で
も
活
動
的
分
子
以
上
に
は
浸
透

せ
ず
、
む
し
ろ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
者
、
一
部
で
は
労
働
者
の

問
題
に
好
奇
心
を
寄
せ
る
自
由
主
義
的
保
守
派
に
す
ら
及
ん
で
い
た

　
　
⑪

こ
と
と
併
せ
て
く
9
σ
q
鼠
昌
①
の
云
う
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
買
収
さ
れ
た

も
の
」
と
い
う
評
価
を
受
け
る
一
因
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
紙
と
U
．
》
け
警
2
の
関
係
に
関
し
て
は
、
四
〇

年
代
に
お
け
る
前
者
の
活
動
の
意
味
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
同

紙
は
三
〇
年
代
に
は
労
働
者
の
蜂
起
を
非
難
し
て
い
た
が
四
〇
年
代

に
は
、
　
こ
の
年
の
労
働
者
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
政
府
系
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
与
え
た
説
明
に
反
論
し
て
、
労
働
者
の
団
結
行
為
を
禁
止
し
て
い

る
諸
法
律
に
抗
議
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
治
療
薬
と
し
て
労
資
協
調

評
議
会
（
O
o
霧
①
隷
O
Φ
囹
議
α
ゴ
。
ヨ
旨
①
）
の
労
資
同
数
の
代
表
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
再
編
成
を
主
張
し
労
働
者
の
弁
護
に
ま
わ
っ
て
い
る
。
　
『
ナ
シ
ョ

ナ
ル
』
紙
の
こ
の
よ
う
な
変
化
は
当
時
の
政
清
と
無
関
係
で
は
な
か

っ
た
Q

　
七
月
王
政
期
の
議
会
で
活
躍
し
た
共
和
派
に
は
、
ω
ア
ル
マ
ン

カ
レ
ル
》
巴
ヨ
㊤
口
α
O
①
畦
巴
”
②
ガ
ル
ニ
エ
・
パ
ジ
ェ
ス
○
霧
巳
①
撃

層
㊤
σ
q
O
ω
（
兄
）
、
㈲
ル
ド
リ
ェ
・
ロ
ラ
ン
い
①
α
毘
午
U
O
語
⇔
・
ア
ラ
ゴ

》
舜
σ
q
O
の
三
派
が
あ
り
、
ω
と
②
は
議
会
活
動
を
主
体
に
し
て
、
ω

は
共
和
主
義
理
念
を
純
粋
に
政
治
的
理
念
と
考
え
、
共
和
的
保
守
派

を
形
成
し
、
②
は
政
治
改
革
と
同
等
に
社
会
的
諸
改
革
に
関
心
を
持

つ
が
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
理
念
は
排
斥
す
る
。
カ
レ
ル
の
死
後
、

そ
の
地
盤
を
継
い
だ
マ
ラ
ス
ト
鼠
9
叢
霧
叶
は
こ
の
派
に
属
し
、
四
〇

年
代
の
議
会
共
和
派
で
は
最
も
進
歩
的
な
主
張
を
し
て
い
る
。
こ
の

彼
が
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
紙
の
代
表
者
で
あ
っ
た
。
③
は
民
主
的
共
和
、

派
で
政
治
改
革
は
社
会
改
革
へ
の
道
程
で
あ
る
と
し
、
政
治
問
題
よ

り
社
会
問
題
に
重
点
を
お
き
、
そ
の
点
で
議
会
外
の
民
衆
・
労
働
者

階
級
に
働
き
か
け
、
彼
等
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
唯
一
の
議
会
グ
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ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
三
九
年
の
「
季
節
社
」
の
事
件
は
内
閣

危
機
に
あ
っ
た
政
府
側
を
か
え
っ
て
事
態
の
収
拾
に
向
か
わ
せ
た

が
、
第
工
次
ス
ー
ル
ω
o
巳
腔
内
閣
成
立
後
、
四
〇
年
に
は
三
月
に
第

二
次
チ
ェ
ー
ル
8
ピ
霞
ω
内
閣
、
十
月
に
第
三
次
ス
ー
ル
内
閣
と
交

替
を
く
り
返
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
議
会
共
和
派
の
ω
と
②
の

グ
ル
ー
プ
は
王
党
左
派
と
団
結
し
「
望
は
君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ

ず
篇
を
原
則
に
政
府
攻
撃
を
行
う
一
方
、
三
九
～
繭
○
年
に
か
け
て

一
大
講
願
運
動
か
ら
、
改
革
宴
会
を
組
織
す
る
方
向
に
発
展
し
て
い

た
選
挙
改
革
運
動
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
。
そ
の
代
弁
者
が
『
ナ

シ
ョ
ナ
ル
』
紙
で
あ
る
。
当
時
、
鼠
紙
を
牛
耳
っ
て
い
た
ガ
ル
ニ
エ
・

パ
ジ
ェ
ス
は
、
ギ
ゾ
ー
ら
政
府
が
大
衆
運
動
化
し
は
じ
め
た
選
挙
改

革
運
動
に
対
し
、
労
働
者
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
れ
か
ら
逸
ら
せ

る
た
め
に
、
　
「
遠
い
未
来
の
詩
的
な
夢
を
彼
等
に
与
え
て
い
る
社
会

主
義
・
共
産
主
義
の
著
作
」
に
寛
大
な
方
針
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
非

難
し
、
こ
れ
ら
の
思
想
が
階
級
闘
争
を
導
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
危
険

で
あ
る
こ
と
、
若
し
労
働
者
た
ち
が
閑
を
持
ち
、
物
質
的
に
楽
に
な
り
、

国
事
に
専
念
す
る
充
分
な
時
間
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
彼
等
は

危
険
な
存
在
に
な
る
だ
ろ
う
こ
と
を
の
べ
、
そ
の
懸
念
か
ら
、
選
挙

権
の
拡
大
を
議
会
で
主
張
し
て
い
た
。
彼
の
死
後
『
ナ
シ
コ
ナ
ル
』

紙
の
指
導
者
に
な
っ
た
マ
ラ
ス
ト
は
、
七
月
革
命
当
時
、
穏
和
共
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
レ
ド

派
の
代
議
士
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
「
人
権
協
会
」
に
参
加
し
「
綱
領
」

起
草
委
員
の
～
人
に
な
っ
た
。
三
四
年
か
ら
数
年
、
イ
ギ
リ
ス
に
亡

命
し
、
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
大
衆
の
世
論
に
依
拠

し
た
行
動
を
み
て
、
そ
の
方
法
を
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
改
革
の
戦
術
に

輸
入
す
る
こ
と
を
考
え
、
同
紙
で
普
通
選
挙
を
主
張
す
る
に
至
っ
て

い
る
。
但
し
、
合
法
的
に
表
明
さ
れ
た
大
多
数
の
意
志
に
反
抗
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

蜂
起
の
権
利
は
き
び
し
く
拒
否
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
的
政
府
・
議
会
の
中
で
生
じ
た
見
解
の
対
立
か
ら
、
選
挙
改
革
運

動
は
議
会
の
外
へ
広
く
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
七
月
王
政
に

と
っ
て
は
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
思
想
の
宣
伝
よ
り
、
現
実
に
は

普
通
選
挙
要
求
運
動
の
方
が
よ
り
直
接
的
に
革
命
的
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
で
い
、
》
兀
立
鶏
は
四
〇
年
代
の
共
産
主
義
革
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

聞
と
し
ば
し
ば
論
争
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙
改
革
を
要

求
す
る
立
場
か
ら
当
局
の
監
視
を
つ
ね
に
う
け
、
む
し
ろ
、
秘
密
結

社
の
一
派
と
み
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
U
”
》
伴
驚
動
は
七
月
王
政
期
に
し
ば
し
ば
起
っ
た
玉
暗
殺
の
陰
謀

を
つ
ね
に
非
難
し
て
い
た
が
、
四
〇
年
十
月
U
霞
導
α
ω
事
件
の
際
、
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そ
の
報
告
者
○
貯
○
α
鳥
Φ
一
．
跨
ぎ
は
同
紙
を
無
政
府
主
義
的
刊
行
物

の
一
つ
と
し
て
告
発
し
て
い
る
。
そ
の
際
U
、
》
富
賦
興
が
弁
明
の
た

め
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
紙
に
宛
て
た
手
紙
が
同
紙
に
よ
り
公
蓑
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
い
、
き
毘
母
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
第
一
に
、

纂
8
同
憂
凶
簿
Φ
で
あ
る
。
　
そ
し
て
労
働
の
組
織
が
漸
進
的
に
実
現
さ

れ
る
手
段
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
手
段
は
決
し
て
共
同
生
活
的

o
O
巳
日
量
勉
暮
巴
お
な
理
論
と
混
同
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
…

本
紙
は
一
切
の
略
奪
、
一
切
の
暴
力
の
敵
で
あ
り
、
調
停
的
手
段
が

窮
め
つ
く
さ
れ
た
後
で
し
か
、
決
し
て
実
力
で
訴
え
る
こ
と
は
し
な

　
　
　
　
　
　
⑯

い
つ
も
り
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
中
で
日
傘
。
巴
B
δ
8
と

自
称
し
て
い
る
が
、
当
時
、
こ
の
語
は
一
般
に
選
挙
改
革
主
義
の
こ

と
を
指
し
て
い
た
。
い
、
》
叶
亀
興
は
当
局
の
監
視
を
逃
れ
る
た
め
と
、

秘
密
結
社
の
陰
謀
・
蜂
起
に
恐
怖
や
嫌
悪
を
感
じ
て
い
た
大
衆
の
支

持
を
集
め
る
た
め
に
も
こ
の
立
場
を
表
明
し
、
同
時
に
秘
密
結
社
の

セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
呼
称
に
も
用
い
、
睡
夢
に
使
用
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
∪
筆
工
窃
事
件
に
際
し
て
の
こ
の
立
場
の
表
明
は
、
四
二
年
十
月

以
来
、
同
紙
が
は
っ
き
り
カ
ト
リ
ッ
ク
的
立
場
を
表
明
し
た
こ
と
と

併
せ
て
、
そ
の
支
持
者
の
減
少
を
ひ
き
起
し
た
。
彼
等
の
多
く
は
パ
ブ

ー
フ
主
義
的
『
友
愛
』
購
い
ρ
四
目
暮
興
艮
綜
に
移
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
い
．
》
汁
窪
興
は
「
共
産
主
義
の
労
働
者
た
ち

へ
」
と
題
し
て
、
「
群
衆
の
中
に
留
ま
る
こ
と
を
希
ま
な
い
で
新
し
い

旗
を
立
て
た
若
干
の
人
々
へ
。
…
あ
な
た
方
が
依
拠
し
て
い
る
思
想

に
よ
っ
て
我
々
も
ま
た
今
ま
で
は
大
な
り
小
な
り
活
動
し
て
来
た
の

で
あ
る
。
正
し
く
云
え
ば
、
我
々
は
あ
な
た
方
と
同
じ
言
葉
を
抱
い

　
　
　
　
　
　
⑰

て
い
る
の
で
あ
る
」
（
照
一
・
九
）
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
『
友
愛
』

紙
は
四
一
年
ラ
オ
チ
ェ
ー
ル
　
U
曽
げ
ρ
暮
δ
お
　
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら

れ
た
が
、
四
三
年
中
断
し
、
四
五
年
に
P
・
ル
ル
1
の
影
響
を
受

け
、
バ
ブ
ー
フ
主
義
の
傾
向
も
ま
じ
え
て
い
る
労
働
者
た
ち
に
よ
り

再
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
と
い
、
》
伴
亀
興
は
哲
学
的
、
道
徳
的
問
題

に
つ
い
て
果
し
な
い
論
争
を
続
け
、
と
く
に
宗
教
的
問
題
に
関
し
て

は
活
発
に
争
っ
た
が
、
目
前
の
社
会
的
諸
改
革
を
問
題
に
す
る
時
は

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

意
見
が
一
致
し
て
い
た
。
当
時
、
共
産
主
義
は
、
民
主
主
義
を
主
張

す
る
人
々
の
間
で
も
怖
し
い
も
の
と
し
て
嫌
悪
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ

た
が
、
U
．
》
け
①
凱
興
は
そ
れ
の
た
め
の
討
論
の
自
由
を
要
求
し
「
共

有
o
o
旨
白
自
昌
窪
叡
は
サ
ン
・
シ
モ
ン
主
義
や
フ
ー
リ
エ
主
義
と
同

等
の
資
格
で
、
公
平
な
審
査
を
請
求
す
る
権
利
が
あ
る
」
（
四
一
・
三
）
、

世
間
が
共
産
主
義
を
憎
悪
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
歪
曲
し
て
宣
伝

75　（399）



し
て
い
る
（
四
六
・
一
）
と
抗
議
し
、
政
府
や
警
察
に
対
し
て
は
つ
ね

に
そ
れ
を
弁
護
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
国
σ
q
ρ
｝
詳
巴
お
の
機
関
紙
『
人

道
主
義
者
』
紙
が
軽
罪
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
時
、
い
、
≧
魯
角
は
「
非

常
に
馬
鹿
射
た
教
説
が
若
干
の
被
告
人
に
よ
っ
て
法
廷
で
の
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
教
説
の
実
行
は
彼
等
の
習
慣
と
は
ほ
ど
遠
く
、

家
族
制
度
廃
止
の
パ
ル
チ
ザ
ン
だ
と
自
称
し
て
い
る
も
の
が
、
現
実

に
は
家
族
の
中
に
お
け
る
一
人
の
立
派
な
父
親
で
あ
る
事
実
が
こ
れ

を
充
分
証
明
し
て
い
る
」
（
四
一
・
＋
一
）
と
弁
護
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

カ
ベ
ー
お
よ
び
そ
の
派
の
機
関
紙
『
平
民
』
紙
と
の
関
係
も
、
四
一
年

同
紙
が
発
刊
さ
れ
た
時
U
、
》
紳
鑑
興
を
労
働
者
の
新
聞
と
し
て
共
感

を
示
し
、
カ
ベ
ー
も
『
イ
カ
リ
ア
旅
行
』
（
＜
◎
図
ρ
σ
q
Φ
①
跡
H
＄
ユ
①
）
の

中
で
ビ
ュ
シ
ェ
に
同
様
共
感
の
態
度
を
示
し
て
い
る
が
、
い
．
》
富
犀
賃

が
カ
ベ
ー
を
労
働
者
階
級
の
師
と
み
な
す
こ
と
に
積
極
的
で
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
両
者
の
関
係
は
変
化
し
、
カ
ベ
ー
は
四
二
年
三
月

『
い
”
跨
富
｝
一
醇
の
教
説
へ
の
反
論
』
（
菊
ひ
貯
＄
億
。
昌
α
善
書
。
。
9
昌
①
ω

山
Φ
こ
い
、
》
富
に
①
覧
、
）
を
著
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
じ
、
》
ゆ
①
ロ
巽
は

カ
ベ
ー
の
反
論
に
対
し
て
は
あ
ま
り
と
り
合
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

り
、
四
八
年
一
月
の
カ
ベ
ー
に
関
す
る
訴
訟
事
件
で
は
、
他
の
共
産

主
義
者
に
馴
す
る
と
同
じ
く
彼
を
弁
護
し
て
い
る
。

　
∪
舘
白
①
ω
蕃
件
の
後
、
ぴ
、
跨
8
に
Φ
目
が
ま
き
そ
え
を
食
わ
さ
れ
た

の
は
四
一
年
の
ρ
器
巳
ω
。
。
醇
事
件
で
、
被
告
の
一
人
》
仁
σ
q
β
。
。
け
Φ
℃
巴
搾

は
同
紙
の
設
立
者
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
、
死
刑
を
求
刑
さ
れ
て
い

た
最
も
嫌
疑
の
濃
厚
な
被
告
た
る
○
○
δ
旨
げ
δ
同
の
許
で
は
同
紙
が

発
行
し
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
集
「
労
働
者
！
　
連
合
せ
よ
！
」
（
ρ
葺
護
冨
同
ρ

ρ
ω
ω
0
9
①
N
之
。
易
）
が
押
収
さ
れ
、
他
の
被
告
二
名
の
許
で
も
局
紙
四

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

部
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
カ
ベ
ー
は
『
ケ
ニ
ス
陰
謀
事
件
』
（
諺
ヰ
Φ
⇔
汁
暮

ρ
鼠
駄
ω
ω
簿
）
　
の
中
で
、
裁
判
中
証
人
に
サ
ン
・
タ
ン
ト
ワ
ー
ヌ
郊

外
の
秘
密
結
社
に
関
す
る
質
問
で
U
、
縦
結
幣
目
発
行
の
た
め
の
会
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

場
所
が
追
求
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
四
四
年
に
は
U
．
》
け
①
躍
賃

の
記
事
そ
の
も
の
が
当
局
か
ら
追
求
を
受
け
、
十
月
号
が
押
収
さ
れ
、

ジ
　
　
ニ
　
　
ラ
　
　
ソ

発
行
責
任
者
の
切
霧
。
鉱
が
告
発
さ
れ
た
。
問
題
の
記
事
を
要
約
す

る
と
、
　
「
革
命
的
労
働
者
は
、
目
下
、
秘
密
結
社
・
陰
謀
・
蜂
起
と

い
う
手
段
を
捨
て
て
、
民
衆
の
新
聞
に
よ
っ
て
蜂
起
の
目
的
に
つ
い

て
充
分
啓
蒙
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
大
衆
の
世
論
を
教
育
し
て
い
る
。

…
い
、
》
富
縞
目
は
宗
教
に
も
、
祖
国
に
も
、
財
産
に
す
ら
も
敵
対
し

な
い
社
会
主
義
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
思
想
を
平
和
に
広
め
た
い
…

…
そ
し
て
、
権
力
側
が
こ
の
主
張
に
耳
を
閉
し
続
け
る
と
、
そ
の
間

に
民
衆
の
新
聞
に
教
育
さ
れ
た
大
衆
が
、
正
義
に
立
脚
し
た
世
論
を
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持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
時
に
は
革
命
的
労
働
者
は
、
一
旦
放
棄
し
て

い
た
銃
を
再
び
手
に
と
る
以
外
の
手
段
を
求
め
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
。

　
⑫
こ
の
裁
判
は
当
時
の
日
刊
紙
を
賑
わ
し
た
。
判
決
は
無
罪
で
あ
っ
た

が
そ
の
後
も
当
局
の
圧
迫
は
続
い
た
。
四
六
年
に
、
毎
年
開
か
れ
て

い
る
七
月
革
命
の
記
念
宴
会
の
一
つ
を
当
局
が
解
散
さ
せ
た
。
そ
れ

の
参
加
者
の
大
部
分
は
ビ
、
》
富
剛
一
亀
の
遮
中
暮
①
ま
置
ω
審
ω
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
件
ぽ
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
目
に
も
止
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
同

紙
は
彼
と
四
七
年
に
は
直
接
の
交
渉
を
持
ち
、
彼
を
「
永
く
イ
ギ
リ

ス
に
滞
在
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
労
働
者
」
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ

触
四
六
年
の
同
紙
へ
の
政
府
の
態
度
は
き
び
牙
「
粟
的
畠

の
問
題
に
お
け
る
労
働
者
の
利
害
擁
護
協
会
」
（
ω
o
o
叡
ま
唱
。
母
団

α
禽
魯
ω
①
号
。
。
貯
ま
詰
諾
2
〈
艮
Φ
同
。
。
α
ρ
濤
ぴ
ρ
器
ω
賦
○
昌
侮
。
峯

は
げ
窪
綜
o
o
ヨ
日
新
9
巴
①
）
　
設
立
の
申
請
は
却
下
さ
れ
、
　
『
回
想
誌
』

國
①
く
信
Φ
話
葺
。
ω
℃
Φ
o
賦
く
①
に
会
一
ま
れ
て
い
る
パ
リ
警
視
総
監
U
Φ
ぎ
－

ω
ω
①
誌
の
コ
八
四
六
年
の
無
政
府
主
義
的
刊
行
物
に
関
す
る
報
告
』

（
幻
省
℃
o
答
ω
霞
δ
。
。
登
営
8
ρ
鉱
。
昏
惑
既
。
巨
ρ
器
ω
α
Φ
一
、
碧
融
Φ

H
G
。
隣
①
）
の
中
に
も
同
紙
は
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
年
に
は
、
い
、
》
富
H
δ
巴

の
論
調
も
変
化
し
、
十
月
号
で
は
「
こ
れ
か
ら
先
、
す
べ
て
の
問
題
は

ど
ん
な
拮
末
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
問
題
の
解
決
は
平
和
裡
だ
ろ
う

か
恥
・
暴
力
的
に
社
会
を
激
動
さ
せ
る
よ
う
な
や
り
方
で
で
あ
ろ
う

か
？
　
我
々
（
U
励
》
伴
①
一
一
Φ
困
）
が
云
い
う
る
こ
と
は
、
平
和
な
解
決
へ

の
話
望
を
あ
ま
り
に
空
頼
み
し
す
ぎ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

　
㊧
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
に
加
え
て
、
二
月
革
命
後
、
四
月
選
挙
の
た
め
に
最

初
に
い
、
》
酔
豊
興
が
房
中
し
た
候
補
者
の
リ
ス
ト
を
み
る
と
、
四
〇

年
代
を
通
じ
て
同
紙
が
秘
密
結
社
の
共
産
主
義
的
諸
派
お
よ
び
新
聞

に
対
し
て
い
た
立
場
が
い
っ
そ
う
明
確
に
な
る
。
そ
の
リ
ス
ト
に
は

臨
時
政
府
の
メ
ン
バ
ー
と
ラ
ム
ネ
ー
い
9
営
①
琶
巴
ω
、
カ
ベ
ー
、
コ
ソ

シ
デ
ラ
ソ
O
o
ロ
ω
δ
①
巴
9
昌
伸
、
ビ
ュ
シ
ェ
、
ル
ル
ー
・
り
社
ム
ム
主
義
、
北
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

産
主
義
思
想
家
お
よ
び
十
八
名
の
労
働
者
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ソ
バ
ニ
コ
ナ
ぱ
ジ
ス

の
中
に
同
紙
の
コ
ル
ボ
ソ
、
職
人
組
合
の
指
導
者
ア
グ
リ
コ
ル
・
ペ

ル
デ
ィ
ギ
エ
、
ビ
ュ
シ
ェ
派
の
宝
石
加
工
の
労
働
者
生
産
協
岡
組
合

の
組
織
者
い
巽
○
団
、
o
o
日
日
¢
巴
。
。
3
で
『
友
愛
』
紙
の
編
集
者
で

あ
る
靴
工
の
ω
帥
く
p
曙
、
彼
は
リ
ュ
サ
ソ
ブ
ー
ル
委
員
会
へ
の
代
表

で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
マ
ル
タ
ソ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
も
含
ま
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
。
後
者
は
三
尊
年
以
前
か
ら
印
刷
工
出
身
の
革
命
主
義
者
の
代

表
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
主
義
の
社
会
理
論
の
洗
礼

を
う
け
、
宗
教
的
立
場
か
ら
そ
れ
と
分
れ
て
前
述
の
よ
う
に
プ
ラ
ン
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キ
ら
と
「
季
節
栓
」
以
来
、
秘
密
結
社
活
動
を
続
け
、
七
月
王
政
期

を
通
し
て
、
労
働
運
動
を
指
導
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
支
持
、
労
働
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

合
の
組
織
な
ど
に
活
動
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
そ
れ

ま
で
の
活
動
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞
や
署
作
で
相
互
に
論
戦

を
し
て
い
た
が
、
U
、
》
再
臨
窪
は
革
命
に
際
し
て
は
統
一
戦
線
を
組

織
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
同
紙
は
共
産
主
義
的
秘
密

結
社
の
セ
ク
シ
ョ
ン
器
8
H
巳
ω
話
の
メ
ソ
パ
ー
と
み
て
差
支
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
同
紙
は
可
能
な
限
り
労
働
者
大
衆
を
基
盤
に
行
動
す

る
た
め
、
　
一
方
で
は
合
法
活
動
で
新
聞
を
発
行
し
な
が
ら
、
他
方
で

は
秘
密
裡
に
、
労
働
者
の
組
織
や
ス
ト
ラ
イ
キ
と
関
係
を
持
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
に
挙
げ
た
労
働
者
の
メ
ン
バ
ー
は
そ

れ
ぞ
れ
労
働
者
の
何
ら
か
の
組
織
の
代
表
で
あ
る
。
か
か
る
点
を
検

討
す
る
た
め
に
は
U
、
諺
富
獣
鶏
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
す
る
見
解
を
考

察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
①
　
＜
o
黄
碁
器
「
o
や
。
一
f
や
鯨
．

　
②
O
ま
℃
p
増
浮
実
ヨ
＆
b
や
。
一
r
や
。
。
リ
ド

　
③
8
。
げ
舞
琴
舞
。
や
簿
・
噂
や
ω
㊤
ω
■
な
お
日
話
く
9
厳
。
霞
。
。
目
σ
q
p
簿
餌
陣
器
。
。
の
中
に

　
　
は
O
o
ヨ
ヨ
煽
巳
簿
。
滋
く
。
ε
鉱
。
ロ
昌
巴
同
⑦
と
い
う
四
五
年
ご
ろ
｝
時
テ
ロ
行
為
を

　
　
宣
伝
し
、
宮
殿
や
議
会
の
建
物
の
燥
破
計
画
を
企
て
、
資
金
獲
得
に
個
人
の
財
産
の

　
　
収
容
を
正
当
だ
と
み
な
す
過
激
な
一
派
が
あ
っ
た
。
（
＜
o
一
σ
q
巳
冨
P
o
や
。
搾
も
・
酌
一
Y

　
④
H
玄
α
．
℃
℃
．
。
。
り
汗
∪
。
濠
霞
ω
讐
。
や
簿
．
℃
や
嵩
ゆ
．
後
者
は
三
五
年
～
四
五
年

　
に
な
っ
て
い
る
。

⑤
目
g
。
ヨ
。
舜
。
℃
お
嘗
や
ω
㊤
①
¶

⑥
H
玄
山
‘
や
。
。
リ
ド

⑦
9
く
厳
§
’
。
℃
簿
り
や
嵩
ρ

⑧
カ
ベ
ー
が
自
派
の
U
・
勺
。
℃
巳
葺
ρ
印
。
巳
で
使
用
し
た
語
（
。
ま
℃
舘

　
O
属
三
罠
母
鯛
。
や
9
ダ
℃
●
込
5
“
）

⑨
し
か
し
、
彼
等
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
統
一
的
制
度
や
普
遍
的
原
理
を
援
用
し
た
だ

　
け
で
、
当
掻
の
教
会
や
僧
侶
に
は
き
び
し
い
非
難
を
し
（
四
三
・
三
お
よ
び
八
）
、

b
に
く
巳
ぼ
び
O
や
O
搾
”
℃
．
c
◎
ω
℃
や
㊤
O
嚇
教
会
勢
力
が
設
殿
し
た
慈
善
協
会

　
o
つ
o
o
溶
蒜
伽
①
o
D
巴
ロ
掌
く
凶
瓢
。
Φ
昌
学
α
甲
℃
騨
ロ
一
や
ω
o
o
蒜
峠
⑩
α
⑦
o
Q
巴
p
孤
山
H
四
目
O
o
貯
－

　
区
¢
く
一
興
に
対
し
て
は
「
若
し
の
日
医
－
〈
貯
8
ロ
学
α
？
℃
き
一
が
我
々
の
時
代
に

　
生
き
て
い
た
ら
別
の
行
動
を
と
っ
た
だ
ろ
う
！
」
　
（
匹
四
・
二
）
　
同
ぼ
昏
＝
℃
。
。
“

　
と
「
生
産
著
と
し
て
の
尊
厳
」
の
立
場
で
反
対
し
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
側
に
い

　
わ
せ
る
と
い
．
請
け
9
δ
冠
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
数
義
に
は
か
な
り
無
関
心
で
あ
り
階

　
級
闘
争
へ
の
傾
向
が
あ
る
点
で
社
会
カ
ト
リ
ッ
ク
運
動
の
先
駆
と
は
み
と
め
ら
れ

　
な
い
と
す
る
。
　
（
∪
舞
。
㎝
o
冨
P
い
窃
噺
①
σ
暮
。
。
α
昌
。
即
誉
。
瓢
。
δ
諺
①
ω
o
鉱
鎮
㊦
⇒

　
凋
鎚
鵠
8
（
H
Q
O
悼
b
Ω
～
H
◎
◎
刈
O
）
讐
お
㎝
一
、
℃
■
旨
O
）

⑩
9
＜
ε
鐸
b
や
6
三
℃
■
・
。
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

⑪
　
こ
の
こ
と
は
U
、
〉
言
賦
魯
自
身
が
四
四
年
十
月
号
で
み
と
め
て
い
る
。
（
H
三
α
二

　
℃
」
G
。
鴫
）

⑫
　
》
σ
q
器
譜
。
や
簿
・
リ
ワ
ω
8
同
省
は
呪
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
紙
が
三
〇
年
代
に
は
ス

　
ト
ラ
イ
キ
を
し
た
労
働
者
を
非
難
し
て
い
た
の
に
四
〇
年
代
態
度
の
変
化
し
た
こ

　
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑬
6
。
ぎ
ヨ
。
鋳
。
や
簿
こ
や
H
8

⑭
H
げ
凶
ρ
電
．
お
。
。
～
お
同
「

〔
⑮
　
他
紙
と
の
論
糸
の
詳
細
は
O
β
ぐ
ε
δ
J
U
o
ω
島
o
o
浅
識
ロ
。
ω
O
o
o
昌
。
旨
5
q
①
ω
Φ
け

　
。
。
o
o
醇
一
㊦
ω
⑦
昌
H
o
。
お
（
図
①
ぐ
＝
o
α
．
三
m
8
マ
①
α
o
ω
O
o
o
目
窪
。
ω
①
8
ロ
9
旨
ρ
き
ω
騨
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労働者の新聞rラトリェ』紙（杉村）

　
8
0
昼
冨
。
。
璽
お
b
。
b
⊃
）
”
O
ロ
〈
陣
匠
。
国
讐
鵠
。
同
日
㊦
。
。
o
け
H
念
巳
。
σ
q
一
Φ
。
n
餌
。
一
g
。
蒔
ρ
℃
母
睡
ω
噛

　
お
α
◎
℃
や
⑩
㎝
～
課
心
参
照
の
こ
と
。

⑯
O
蛋
く
籠
§
噂
d
嵩
ぢ
耳
旨
巴
O
．
2
く
穿
話
．
、
い
、
多
毛
臼
、
、
噂
や
詠
。
。
。
な
お
ピ
⑦

　
翼
ρ
註
。
ロ
巴
℃
日
0
ヨ
鉱
H
c
◎
激
に
掲
載
。

⑰
9
〈
籠
葺
層
。
℃
．
簿
‘
℃
』
ω
．

⑱
2
〈
厳
§
℃
誕
。
ヨ
導
。
。
・
簿
囲
濠
巳
。
σ
q
誘
α
¢
お
お
娼
℃
」
b
。
卜
。
～
お
。
。
・

㊥
　
H
三
山
．
輸
や
這
戸
～
這
P

⑳
切
霧
冨
塾
閃
四
唱
。
3
や
ミ
。
挫
や
b
。
①
ρ
。
ま
引
目
9
く
厳
尋
「
φ
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ソ
バ
ユ
ロ
ナ
ロ
ジ
ヨ

　
ぢ
自
コ
巴
ロ
、
8
＜
臨
臼
。
。
層
や
b
。
8
な
お
い
．
レ
富
一
一
2
は
職
人
組
合
の
伝
統
の
影
響

　
を
う
け
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
は
「
或
る
時
代
に
お
け
る
司
祭
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
深
い

　
確
信
と
純
粋
な
心
と
勤
労
の
手
で
し
か
触
れ
て
は
な
ら
な
い
」
（
四
四
・
十
）
と
罵

　
衆
を
道
徳
教
育
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
重
視
し
て
い
た
。
　
（
｝
o
㊤
臥
膨
賦
ρ
器
幽

　
》
σ
q
ユ
8
一
剛
費
象
σ
q
巳
霞
噛
勺
p
H
β
お
㎝
伊
℃
・
b
。
9
）

⑳
O
ま
甥
肖
2
く
諺
凶
g
。
や
。
ξ
や
b
。
刈
・

⑫
　
H
び
圃
昏
．
や
b
o
o
Q
．

㊧
　
目
げ
誌
9
り
℃
8
■

⑳
9
葺
密
さ
頃
。
藁
ヨ
窃
簿
H
忌
9
。
α
q
奮
讐
℃
や
一
ω
。
。
～
お
9
な
お
エ
ン
ゲ
ル

　
ス
は
「
イ
ギ
リ
ス
の
工
場
主
と
労
働
考
」
で
い
．
》
富
＝
o
弓
に
あ
て
て
、
同
紙
が

　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
系
新
聞
『
プ
レ
ス
』
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
開
か
れ
た
労
働
者
の
集

　
会
に
関
す
る
報
告
の
真
び
ょ
う
性
に
対
し
、
判
断
を
留
保
し
た
こ
と
を
賢
明
だ
と

　
ほ
め
、
そ
の
集
会
が
職
工
長
の
集
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
（
マ
ル

　
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
第
四
巻
　
大
月
書
店
版
　
三
四
五
一
三
四
六
頁
）

㊧
　
O
＝
〈
ヨ
δ
が
d
昌
一
〇
ロ
ヨ
巴
◎
、
o
β
く
ユ
魯
ω
層
や
8
・

⑳
　
こ
れ
に
対
し
セ
ー
ヌ
県
選
出
の
リ
ュ
ク
サ
ソ
ブ
ー
ル
委
員
会
へ
の
代
表
た
ち
に

　
よ
り
組
織
さ
れ
た
「
中
央
委
員
会
」
（
そ
の
規
約
は
お
そ
ら
く
ブ
ラ
ソ
キ
の
起
草
）

　
が
別
の
リ
ス
ト
を
つ
く
っ
た
が
い
．
》
冨
凱
魯
は
臨
時
政
府
の
メ
ン
バ
ー
が
含
ま
れ

　
て
い
な
い
理
由
で
こ
れ
を
と
ら
ず
、
自
派
の
提
出
し
た
労
働
者
の
メ
ン
バ
ー
を
ブ

　
ル
ジ
ョ
ワ
側
の
6
0
ヨ
＃
O
o
o
昌
窪
巴
α
＄
巴
㊦
o
o
画
一
ロ
ω
の
提
出
し
た
リ
ス
ト
に
加
え

　
て
こ
れ
を
採
用
し
た
。
こ
れ
に
は
ビ
ュ
シ
ェ
派
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

　
か
ら
ピ
．
》
伸
巴
震
は
不
信
を
買
う
こ
と
に
な
る
。
（
O
煽
く
筥
δ
お
。
や
。
搾
℃
℃
勺
・
ω
Q
。

～
○
。
舟
臼
＄
昌
∪
脚
長
q
魍
一
Q
。
劇
G
。
Φ
二
p
H
囲
。
閃
①
℃
帽
げ
凱
ρ
ま
層
℃
忌
門
。
。
”
お
m
①
も
」
H
O
）

⑳
　
O
口
く
置
凱
醇
り
。
や
。
搾
噂
や
Q
。
合
b
d
『
5
信
①
戸
。
や
。
圃
汁
こ
℃
や
b
o
蒔
O
～
b
o
凸
）

⑱
　
＜
o
茜
巳
昌
ρ
o
や
9
け
こ
や
＝
’

五

　
七
月
王
政
期
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
関
し
て
は
す
で
に
｝
㌔
℃
．
跨
σ
Q
悶
霧

　
　
　
　
　
　
①

の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
を
一
部
紹
介
し
た
研
究
が
我
が
国
で

七月王政期のスト

ライキ件数

蓑3

Aguet
の調査

労働省
の統計

代年

8
6
8
7
2
1
4
8
1
8
9
6
1
5
3
7
2
4
2
0
1
8
2
0
3
8
3
4
2
7

40

S9

T1

X0

T5

R2

T5

T1

S4

U4

382

130

　　68

　　62

　　49

　　53

　　48

　　53

　　55

1e49

1830

31

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

S0

S1

S2

S3

S4

S5

S6

S7

計

Aguetの調査の内発4

162

122

82

16

業
築
業

工

工物

手
習
織
鉱業重工業

表
4
蓑
3
〈
験
蕪
。
駈
。
鏡
困
露
剛
。
誰
吻
騨
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②

も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
表
3
の
数
字
で
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
、
三

三
年
と
四
〇
年
に
ス
ト
ラ
イ
キ
の
多
発
が
目
立
っ
て
い
る
。
》
σ
Q
償
Φ
け

の
調
査
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
発
生
は
手
工
業
に
最
も
多
く
、
次
い

で
建
築
関
係
が
目
立
ち
、
地
域
で
は
パ
リ
が
最
大
で
三
八
二
件
中
、

一
一
九
件
を
占
め
、
次
が
リ
ヨ
ン
で
あ
っ
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
と
経
済

的
状
況
の
関
係
は
、
不
況
期
に
必
ず
し
も
多
い
と
は
云
え
ず
、
か
か

る
時
期
に
発
生
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
は
鉄
道
・
運
河
な
ど
大
公
共
事
業

に
お
け
る
仕
事
場
か
近
代
的
織
物
工
業
の
場
合
で
、
こ
れ
ら
の
場
合

の
労
働
者
は
純
粋
な
近
代
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
考
え
ら
れ
る
が

ま
だ
未
組
織
で
、
多
く
の
場
合
そ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
自
然
発
生
的
で
、

暴
力
化
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
、
賃
金
の
低
下
や
遅
配
へ
の
不
満
が
原

因
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
飢
餓
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
期
間
は
短
か
く
、

数
日
か
ら
、
時
に
は
数
時
聞
の
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
が

多
発
し
た
の
は
む
し
ろ
景
気
の
上
向
い
た
不
況
か
ら
の
回
復
期
で
、

三
三
年
・
四
〇
年
は
と
も
に
そ
れ
に
該
当
す
る
。
そ
の
場
合
の
ス
ト

ラ
イ
キ
は
手
工
業
が
中
心
で
、
大
部
分
は
現
状
よ
り
、
よ
り
よ
い
労

働
条
件
獲
得
の
た
め
に
、
計
画
的
に
・
攻
勢
的
に
な
さ
れ
た
。
し
た

が
っ
て
、
期
間
も
長
く
、
数
日
～
数
週
、
時
に
は
数
ケ
月
に
及
ぶ
こ

と
も
あ
っ
た
。
彼
等
の
抵
抗
の
土
台
に
は
何
ら
か
の
組
織
が
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
、
諺
σ
Q
麟
簿
の
調
査
し
た
三
八
二
件
の
う
ち
、
一
二
〇

に
は
組
織
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
残
り
二
六
二
の
う
ち
、
半

…
数
は
組
織
は
確
認
さ
れ
な
い
が
計
画
的
で
自
然
発
生
的
で
は
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
当
時
、
労
働
老
に
対
す
る
法
的
規
制
は

一
七
九
一
年
の
シ
ャ
ブ
リ
エ
法
で
産
業
の
自
由
の
立
場
か
ら
一
切
の

職
業
的
団
結
が
禁
止
さ
れ
、
虹
年
の
○
卑
B
ぢ
巴
法
で
「
勝
働
手
帳
」

の
義
務
化
が
決
め
ら
れ
、
　
一
八
〇
三
年
の
民
法
で
は
労
働
者
と
親
方

の
賃
金
に
関
す
る
紛
争
の
際
、
親
方
の
証
雷
が
決
定
的
と
さ
れ
、
一

一
年
の
刑
法
二
九
一
、
二
九
二
、
工
九
四
条
で
は
二
〇
名
以
上
の
結

社
は
許
可
を
必
要
と
し
、
四
一
四
～
四
一
六
条
で
は
、
親
方
と
労
働

者
の
双
方
に
労
働
条
件
・
賃
金
に
関
す
る
団
結
行
為
を
禁
止
し
て
い

④る
。
こ
れ
に
三
四
～
五
年
の
共
和
主
義
へ
の
弾
圧
法
が
重
な
っ
て
い

た
。
但
し
、
四
月
法
に
関
す
ろ
ナ
ン
ト
の
市
長
の
通
達
で
は
、
政
治

に
関
係
の
な
い
結
社
は
妨
げ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
当
局

は
、
労
働
者
の
結
社
に
対
し
て
は
、
専
ら
職
業
的
な
も
の
で
、
抵
抗
の

組
織
や
政
治
的
年
収
の
仮
而
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の
に
は
寛
容
で
あ

・
榊
当
時
の
労
働
者
の
組
織
で
最
も
舞
な
の
は
職
人
組
合
。
。
甲

喝
ρ
σ
q
昌
。
昌
⇔
9
σ
q
①
ω
で
、
こ
れ
は
シ
ャ
ブ
リ
エ
法
以
来
衰
退
の
傾
向
に
あ

っ
た
の
が
、
最
近
の
研
究
で
は
一
八
一
五
～
四
八
年
に
は
内
部
の
革
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新
的
気
運
の
中
で
、
民
謡
へ
の
傾
向
は
ス
ト
ッ
プ
し
、
次
第
に
国
民
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

生
活
の
中
に
定
着
し
は
じ
め
て
い
た
こ
と
が
掴
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
　
八
一
七
年
以
降
し
ば
し
ば
確
認
さ
れ
る
彼
等
の
ス
ト
ラ
イ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
成
長
と
関
係
を
持
つ
と
み
ら
れ
る
が
そ
の
際
、
極
め
て
強
い
団
結

力
を
発
揮
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
、
般
に
は
労
働
者
の
権
利
要
求
の
た

め
の
組
織
と
し
て
よ
り
は
、
　
各
々
の
慣
行
馨
①
や
職
業
的
団
体
の

相
違
で
し
ば
し
ば
派
手
な
乱
闘
を
や
り
、
時
に
は
死
人
も
出
る
な
ど

、
の
騒
ぎ
や
祭
の
行
事
な
ど
で
目
立
つ
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
。
内
部

に
お
け
る
離
合
集
散
の
く
り
返
し
の
中
で
、
四
〇
年
前
後
に
ア
グ
リ

　
コ
ル
・
ペ
ル
デ
ィ
ギ
エ
と
モ
ロ
ー
鼠
。
お
碧
に
よ
り
組
織
を
改
革
す

る
気
運
が
高
ま
り
四
八
年
前
夜
に
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
い

た
。
従
来
の
δ
ω
∪
①
〈
9
冨
は
①
「
占
卜
窪
。
智
β
き
ω
と
Q
。
o
¢
ま
ω
Φ
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
、
②
「
ω
g
・
δ
ヨ
8
あ
る
い
は
い
ま
2
涼
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
と
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
、
も
う
｝
つ
は
③

　
「
ピ
”
q
巳
。
口
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
い
、
¢
昆
。
峯
は
三
〇
年
に
成
立
し

た
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
巡
業
の
若
い
職
人
の
た
め
に
就
職
の
斡
旋
・

失
業
と
病
気
に
対
す
る
援
助
・
職
業
的
教
育
な
ど
を
組
織
し
、
す
べ

て
の
職
種
に
紺
等
で
、
全
フ
ラ
ン
ス
に
拡
が
り
、
職
業
的
団
体
8
壱
ω

創
．
簿
暮
の
わ
く
を
越
え
て
労
働
者
の
連
帯
を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い

⑧た
。
そ
の
中
で
、
ペ
ル
デ
ィ
露
点
は
コ
ソ
パ
ニ
ョ
ナ
ー
ジ
ュ
の
伝
統

と
習
慣
を
尊
重
し
つ
つ
、
統
一
を
蟹
指
し
て
い
た
が
モ
ロ
ー
は
す
べ

て
の
伝
統
を
潰
す
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
後
者
は
労
働
者
の
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

代
的
組
織
化
の
み
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
人
は
、

U
、
》
富
＝
①
目
の
非
常
任
の
編
集
者
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
四
二
年

三
月
の
い
．
諺
結
剛
δ
巴
は
「
モ
ロ
ー
は
急
激
な
改
革
で
物
質
的
利
益
の

た
め
の
よ
い
組
織
を
示
し
て
い
る
が
、
道
徳
的
保
障
を
無
視
し
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ま
っ
て
い
る
。
旧
習
・
伝
統
的
慣
行
・
コ
ソ
パ
ニ
ヨ
ソ
の
あ
だ
名
を

一
挙
に
潰
す
こ
と
は
あ
ま
り
現
実
的
と
は
思
え
な
い
。
コ
ン
パ
ニ
ョ

ン
が
そ
の
基
礎
に
し
て
い
た
諸
原
理
の
道
徳
性
を
ペ
ル
デ
ィ
ギ
エ
が

指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
し
、
ま
た
モ
ロ
ー
は
消
減
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
べ
き
欠
陥
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
」
。
　
七
月
号
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ル
ス

は
モ
ロ
ー
の
意
見
を
解
説
し
な
が
ら
、
全
き
一
つ
の
力
を
も
っ
て
い

コ
ソ
パ
ニ
ロ
ナ
　
ジ
ユ

る
職
人
組
合
が
体
内
に
持
つ
旧
習
の
弱
点
を
克
服
す
る
よ
う
に
、
ペ

ル
デ
ィ
ギ
エ
が
脱
皮
す
べ
き
こ
と
に
同
意
を
示
し
、
意
見
の
対
立
し

て
い
る
二
人
の
「
立
派
な
コ
ソ
パ
ニ
ヨ
ソ
達
を
勇
気
づ
け
、
彼
等
を

援
助
し
、
内
部
か
ら
こ
の
制
度
を
変
え
る
た
め
、
彼
等
の
力
が
大
き
く

な
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
い
、
〉
鮨
鮎
一
興
が
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
組
織
に
期
待
し
た
の
は
、
労
働
者
が
霧
ω
○
。
罫
怠
。
口
を
組
織
し
て
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自
ら
そ
の
組
織
を
管
理
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
教
育
の
場
と
し
て

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
と
く
に
「
道
徳
的
な
制
度
と
し
て
「
そ
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ソ
ト
ロ
　
ル

員
に
対
し
霧
ω
o
。
猷
註
8
が
為
す
道
徳
的
統
　
御
」
が
「
（
彼
等
の
）

誠
実
か
ら
の
逸
脱
を
防
ぐ
」
こ
と
を
称
賛
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

　
コ
ソ
バ
ニ
む
ナ
ニ
ジ
ユ

「
職
人
組
合
は
親
方
制
度
と
労
働
者
の
ρ
ω
ω
○
。
β
¢
o
ロ
に
よ
る
調
度

と
の
間
の
卓
越
し
た
過
渡
的
一
制
度
に
な
る
だ
ろ
う
。
親
方
と
労
働

者
の
対
立
し
た
利
害
関
係
が
存
続
す
る
限
り
、
労
資
協
調
評
議
会

0
9
。
。
巴
。
。
α
①
℃
把
O
、
げ
o
B
讐
Φ
。
。
が
敵
対
す
る
二
勢
力
の
調
停
者
に

な
る
だ
ろ
う
し
、
　
各
職
業
毎
の
組
織
は
同
時
に
　
霧
ω
o
o
β
註
○
ロ
　
の

中
央
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
を
大
い
に
容
易
に
す
る
こ
と
だ
ろ
う
」

　
　
　
　
⑬

（
四
一
∵
三
）
と
い
う
。
　
こ
の
主
張
は
次
の
三
つ
の
見
解
と
併
せ
て
み

る
と
、
四
〇
年
初
期
に
　
い
、
》
器
は
興
が
目
指
し
て
い
た
労
働
者
の

ρ
ω
ω
o
o
冨
ぼ
。
質
　
は
決
し
て
生
産
協
同
組
合
の
み
を
意
味
し
て
い
た
の

で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
四
〇
年
の
パ
リ
の

ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
裁
判
が
仕
立
職
人
に
対
し
て
の
み
団
結
行
為
の

罪
を
適
用
し
た
こ
と
を
、
不
公
平
で
あ
っ
た
と
非
難
す
る
と
と
も
に
、

彼
等
労
働
者
に
対
し
て
は
「
あ
な
た
方
は
六
～
八
人
、
場
合
に
よ

っ
て
は
十
人
で
構
成
さ
れ
る
小
結
社
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ

ら
結
社
の
各
々
は
最
も
信
頼
出
来
る
人
物
を
そ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
か

　
　
　
　
　
バ
ト
ロ
ソ

ら
選
出
し
、
企
業
家
と
の
仲
介
を
彼
に
さ
せ
る
。
彼
は
旧
来
の
下
請

業
者
（
ヨ
碧
。
げ
鎚
“
①
霞
ま
た
は
縞
。
げ
賃
◎
昌
）
の
地
位
に
立
つ
が
、
そ

れ
は
結
社
全
員
の
利
益
の
た
め
に
位
置
す
る
の
で
あ
り
、
そ
う
す
れ

ば
、
各
人
の
労
働
の
部
分
に
し
た
が
っ
て
全
員
に
儲
け
を
分
配
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

よ
う
に
な
れ
る
」
（
四
〇
・
十
）
と
霧
ω
o
o
δ
怠
○
口
の
結
成
を
す
す
め
て

い
る
が
、
か
か
る
構
想
は
す
で
に
三
三
年
の
パ
リ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に

際
し
て
、
　
「
人
権
協
会
」
が
田
類
げ
Φ
ヨ
の
署
名
入
り
の
パ
ン
フ
レ

　
⑮ッ
ト
で
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
下
請
制
に
対
す
る
協
同
組
合
的
組
織

と
も
み
ら
れ
る
が
、
企
業
家
に
対
す
る
団
体
的
契
約
の
組
織
と
み
れ

ば
労
働
組
合
的
性
格
を
持
つ
も
の
と
い
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
抵
抗

の
組
織
に
な
り
得
る
も
の
と
い
え
る
。
次
に
「
我
々
は
親
方
に
対
す

る
絶
え
ざ
る
闘
争
の
中
で
、
彼
等
に
対
し
て
も
ま
た
我
々
の
仲
間
に

対
し
て
も
不
信
と
羨
望
の
習
慣
を
身
に
つ
け
て
来
た
。
我
々
は
そ
う

で
あ
る
こ
と
を
の
ぞ
ま
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
霧
ω
o
o
猷
賦
8
の
中

に
そ
れ
を
持
ち
込
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
言
で
い
う
な
ら
、

我
々
は
p
ω
ω
o
o
β
誠
8
の
道
徳
的
習
性
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
」

　
　
　
　
⑯

（
四
二
・
＋
一
）
と
の
べ
る
時
、
理
想
の
「
労
働
者
生
産
協
同
組
合
」

の
即
刻
の
実
現
は
労
働
者
自
身
の
中
に
も
問
題
の
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
の
連
合
岡
お
器
ω
と
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評
ソ
理
晶
ヨ
ナ
ー
ジ
撫

フ
ラ
ン
ス
の
職
人
組
合
の
間
に
は
桐
似
点
が
あ
り
…
…
欠
陥
の
存
在

す
る
サ
ー
ク
ル
の
中
で
堂
々
め
ぐ
り
を
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者

が
二
十
年
間
苦
し
ん
で
来
た
こ
と
を
く
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す
べ
き

で
あ
る
」
（
四
四
・
六
）
。
　
「
悪
は
政
府
の
中
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
て
い
た
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
」
（
四
四
・
六
）
と
評
価
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
組
合
運
動
を
手
本
に
行
動
す
る

意
図
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
コ
ソ
パ
ニ
ロ
ナ
　
ジ
ふ

　
職
人
組
合
の
ほ
か
に
労
働
者
の
継
織
と
し
て
は
、
　
一
八
世
紀
末
か

ら
手
工
労
働
者
の
間
で
病
気
・
老
令
・
失
業
の
場
合
の
相
互
扶
助
を

目
的
と
す
る
共
済
組
合
型
の
結
社
。
。
o
。
。
δ
厳
α
①
ω
①
。
o
罎
ω
ヨ
癖
¢
巴
ω

が
存
在
し
た
。
ビ
．
三
富
に
醇
は
こ
の
結
社
の
支
持
者
が
「
用
心
深
い

糖
神
」
で
エ
ゴ
イ
ス
ト
に
な
る
こ
と
を
非
難
し
、
　
「
我
々
の
時
代
の

よ
う
な
闘
争
の
時
代
に
お
い
て
は
献
身
が
つ
ね
に
鼓
舞
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
…
…
よ
り
大
き
な
、
よ
り
友
愛
的
な
基
礎
の
上
に
（
結
社
は
）

建
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
　
そ
れ
は
ま
ず
、
　
そ
の
成
員
を
失
業

か
ら
守
り
、
賃
金
の
低
下
を
阻
止
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
」

　
　
　
⑰

（
四
五
・
六
）
と
主
張
す
る
。
　
い
．
》
叶
Φ
賦
興
が
主
張
す
る
こ
の
よ
う
な

結
社
は
当
時
抵
抗
の
結
社
と
呼
ば
れ
、
相
互
扶
助
の
結
社
の
仮
面
を

か
ぶ
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
備
え
て
共
通
の
財
源

を
秘
密
裡
に
組
織
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
次
第
に
枳
互
に
関
係
を
持

ち
時
に
は
議
会
の
反
政
府
派
・
秘
密
結
社
な
ど
と
関
係
を
持
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
。
　
こ
の
抵
抗
の
病
覚
は
近
代
的
労
働
組
合
の
端
緒
と
い
え
る
。

い
、
諺
富
濠
目
の
編
集
者
の
中
、
印
環
工
の
数
人
は
こ
の
よ
う
な
性
格

の
結
社
ω
o
o
δ
叡
¢
℃
o
σ
q
舜
や
罠
ρ
器
を
四
〇
年
に
つ
く
り
、
そ
の

プ
レ
ジ
ダ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
エ
　
ラ
　
ソ

会
長
に
同
紙
の
最
初
の
発
行
責
任
老
口
㊦
譜
ユ
い
Φ
著
く
窪
置
が
選

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
抵
抗
の
結
社
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
通
じ
て

次
第
に
増
え
て
い
た
こ
と
を
諺
σ
Q
g
簿
の
研
究
が
示
し
て
い
る
。

　
当
時
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
要
求
の
中
で
は
賃
金
に
関
す
る
要
求
が
最

も
多
か
っ
た
が
、
い
、
跨
＄
蕾
は
賃
金
の
低
さ
に
対
す
る
抵
抗
は
「
労

働
者
全
員
が
参
加
す
る
最
も
容
易
な
努
力
・
初
歩
的
努
力
で
あ
り
…

…
こ
れ
は
労
働
者
大
衆
の
惰
性
的
無
気
力
蚕
h
o
容
①
α
．
ぎ
①
界
δ
に

対
し
て
の
み
使
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
こ
の
消
極
的
闘
争
と
平
行

し
て
労
働
者
の
最
も
活
動
的
分
子
が
、
　
社
会
的
に
、
　
よ
り
高
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ル
ス

影
響
力
を
持
つ
一
連
の
行
為
に
、
道
徳
的
・
知
的
な
天
賦
の
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

捧
げ
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
」
（
四
四
・
六
）
と
賃
金
要
求
の
み
で
満
足

す
る
こ
と
を
い
ま
し
め
て
い
る
。
ま
た
、
賃
金
の
引
下
げ
に
対
し
独

身
者
が
、
同
じ
仲
間
の
家
族
持
ち
の
難
儀
を
省
り
み
ず
、
引
下
げ
を

受
入
れ
、
後
者
に
も
そ
れ
に
同
調
す
る
こ
と
を
強
制
す
る
の
を
非
難
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⑳

巾
し
、
連
帯
の
必
要
を
説
く
（
四
二
・
一
）
。
活
宇
鋳
造
工
が
ス
ト
ラ
イ

キ
で
賃
金
の
引
下
げ
を
徹
回
さ
せ
た
時
、
　
「
成
功
し
た
の
は
彼
等
の

昌
・
芽
γ
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
⑳

連
合
に
負
う
」
　
（
四
二
・
三
）
と
称
賛
し
て
い
る
。
　
下
請
制
へ
の
抵
抗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ト
ロ
ソ

に
対
し
て
は
、
　
「
こ
の
制
度
は
企
業
家
の
搾
取
に
労
働
者
仲
間
に
対

す
る
搾
取
が
加
わ
っ
た
二
重
の
搾
取
で
あ
り
…
…
今
ま
で
実
際
に
な

さ
れ
て
来
た
搾
取
の
中
で
最
も
破
廉
恥
な
、
人
間
に
よ
る
人
間
の
搾

取
で
あ
る
。
…
…
か
か
る
人
達
を
我
々
は
一
切
軽
蔑
し
よ
う
。
彼
等

　
　
　
　
フ
オ
ル
ス
　
ユ
ニ
か
ン

は
我
々
の
力
や
連
合
に
対
し
、
最
も
影
響
力
の
大
き
い
障
害
物
で
あ

り
、
彼
等
は
彼
等
の
み
が
密
か
に
知
っ
て
い
る
事
業
の
内
情
を
巧
み

に
利
用
し
て
、
我
々
を
値
切
っ
て
働
か
せ
、
我
々
の
道
徳
を
退
廃
さ

せ
る
」
（
四
三
。
十
二
）
と
き
び
し
く
下
請
業
者
を
非
難
し
て
い
る
。
こ

の
問
題
は
四
〇
年
以
来
・
頻
繁
に
肇
に
さ
れ
て
い
勧
・
こ
れ
と
関

連
し
て
日
給
制
要
求
に
類
し
て
は
、
U
．
》
叶
夏
芝
の
未
来
の
p
ω
ω
o
o
7

曽
試
8
で
は
出
来
高
制
を
主
張
し
て
い
る
が
「
現
行
の
経
営
は
出
来

高
制
を
新
し
い
圧
側
の
道
具
と
し
て
の
み
利
用
し
て
い
る
」
（
四
三
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
ト
ロ
ン

五
）
し
、
「
か
か
る
鰯
度
で
は
企
業
主
は
労
働
者
の
仕
事
場
の
非
衛
生

を
顧
慮
す
る
必
要
も
な
く
、
労
働
条
件
の
改
善
に
注
意
を
払
わ
な
く

な
る
」
　
（
四
三
・
七
）
の
で
「
現
在
は
あ
ら
ゆ
る
努
力
で
日
給
労
働
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

持
の
た
め
に
闘
う
こ
と
」
　
（
四
三
・
五
）
を
称
薄
し
て
い
る
。
四
六
年

の
　
O
p
。
o
跡
　
の
大
工
の
賃
金
引
上
げ
要
求
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
て

は
、
た
と
え
そ
れ
が
成
功
し
て
も
当
市
の
物
価
が
高
く
、
彼
等
は
そ

の
た
め
田
舎
住
い
を
し
て
往
復
一
時
閥
半
～
三
時
間
の
距
離
を
通
勤

し
て
い
る
。
彼
等
は
十
時
間
労
働
と
い
う
が
往
復
の
時
間
を
入
れ
る

と
十
三
時
間
に
及
び
、
そ
れ
で
賃
金
を
考
え
る
と
引
き
合
わ
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
（
四
六
・
七
）
こ
の
ほ
か
労
働
手
帳
に
関
し
て

は
、
こ
の
手
帳
に
よ
る
よ
う
な
拘
束
は
他
の
ど
の
階
級
に
も
な
さ
れ

て
い
な
い
。
…
…
釈
放
さ
れ
た
罪
人
に
対
す
る
監
視
に
等
し
い
や
り

方
で
あ
り
「
労
働
者
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
」
（
四
四
・
二
）
と
非
難
す

⑳る
。
こ
の
ほ
か
労
働
者
の
要
求
に
関
連
し
た
記
事
絃
ア
ト
リ
エ
の
内

規
・
賃
金
表
・
労
働
時
聞
の
引
下
げ
な
ど
が
あ
る
が
労
働
者
の
ス
ト

ラ
イ
キ
に
関
し
て
は
　
貫
し
て
支
持
を
与
え
、
た
だ
ス
ト
ラ
イ
キ
の

際
、
就
業
し
よ
う
と
し
た
労
働
者
を
暴
力
的
に
阻
止
し
た
こ
と
が
契

機
で
告
訴
さ
れ
た
革
な
め
し
工
に
、
暴
力
行
為
が
団
結
行
為
を
明
る

み
に
鐵
し
、
告
訴
の
対
象
に
さ
れ
る
結
果
を
招
い
た
こ
と
を
た
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
て
い
る
（
四
三
・
十
一
）
の
が
目
立
つ
の
み
で
あ
る
。
　
ス
ト
ラ
イ
キ

に
対
す
る
当
局
の
弾
圧
に
対
し
て
は
「
団
結
行
為
で
留
置
さ
れ
た
一

，
人
か
ら
（
政
府
は
）
つ
ね
に
一
人
の
政
治
的
兵
士
を
つ
く
る
。
そ
れ
は

彼
の
計
画
し
た
賃
金
の
た
め
の
闘
争
が
、
論
理
的
に
、
よ
り
高
度
の
段
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労働者の新闘『ラトリエ』紙（杉村）

階
に
彼
を
導
く
よ
う
に
な
り
、
政
府
は
こ
の
よ
う
に
し
て
自
分
へ
の

熱
烈
な
敵
を
つ
く
っ
て
い
る
L
（
四
二
・
八
）
と
、
弾
圧
が
労
働
者
の

意
識
を
高
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
に
関
連

し
て
い
．
》
富
二
番
は
、
労
資
協
調
評
議
会
囲
①
ω
O
O
口
ω
Φ
涜
α
①
℃
穎
α
．

げ
。
白
露
Φ
ω
の
改
組
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
れ
は
　
ω
成
員
を
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ト
ロ
ソ

で
え
ら
ぶ
こ
と
。
②
現
行
で
は
企
業
主
と
、
職
工
長
。
o
馨
お
臼
鉱
葺
Φ

と
営
業
資
格
所
有
労
働
者
。
質
く
は
Φ
冨
娼
鉢
①
騨
0
ω
で
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、
企
業
主
と
労
働
者
の
数
を
同
数
つ
つ
に
す
る
こ
と
お
よ
び
、

職
工
長
や
営
業
資
格
所
有
者
は
労
働
者
で
は
な
く
、
前
者
は
「
圧
制

の
道
具
」
（
四
丁
調
で
あ
り
・
．
後
者
は
「
最
も
離
義
方
」
で

あ
り
「
真
の
労
働
者
は
賃
金
を
手
段
に
企
業
家
に
自
己
の
腕
を
賃
貸

し
て
い
る
労
働
者
で
、
労
働
手
帳
を
強
制
さ
れ
、
営
業
資
格
を
持
っ

て
い
な
い
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
労
働
者
か
ら
選
出
す
る
こ

と
。
③
各
企
業
毎
か
、
少
く
と
も
産
業
部
門
別
に
そ
の
個
別
の
評
議

会
を
つ
く
る
こ
と
。
現
行
の
評
議
会
は
各
々
そ
の
下
に
非
常
に
様
々

な
産
業
を
管
轄
し
て
い
る
の
で
職
種
毎
の
専
門
的
知
識
が
な
い
た
め

不
合
理
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
々
の
そ
の
専
門
評
議
会
の
上
に
一
つ

の
中
央
委
員
会
を
設
置
し
て
、
そ
れ
に
は
す
べ
て
の
職
簿
暮
の
代

表
が
集
ま
り
、
専
門
評
議
会
で
螺
…
決
不
能
の
も
の
を
扱
う
。
ω
こ
れ

ら
評
議
会
の
権
限
に
関
し
て
、
現
行
で
は
個
人
に
対
す
る
裁
定
と
な

っ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
集
団
的
。
亀
Φ
o
鉱
臨
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
の
で
、
國
体
的
問
題
の
裁
定
に
も
権
限
を
与
え
、
「
度
、
決
定

さ
れ
た
こ
と
は
同
種
の
も
の
に
す
べ
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
な
お
、

こ
の
委
員
会
は
各
職
業
・
各
地
方
で
生
活
必
需
品
の
価
格
に
し
た
が

っ
た
最
低
賃
金
表
を
確
立
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（
四
一
・
二
）
。

こ
れ
は
未
来
の
霧
ω
○
鼠
p
試
8
実
現
ま
で
の
全
く
一
時
的
手
段
に
す

ぎ
な
い
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
組
織
で
労
働
者
に
労
働
条

件
に
関
す
る
討
議
の
権
利
を
与
え
、
そ
れ
を
通
し
て
意
識
を
高
め
よ

う
と
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
　
O
q
〈
ヨ
δ
塊
は
、
以
上
の
よ
う
な

ピ
、
》
け
謹
白
の
主
張
は
同
紙
に
と
っ
て
あ
く
ま
で
二
義
的
な
も
の
で
、

そ
れ
が
労
働
者
の
解
放
の
手
段
と
し
た
の
は
労
働
者
生
産
協
同
組
合

と
し
て
の
霧
ω
o
o
冨
¢
o
⇔
で
あ
る
と
繰
返
し
主
張
し
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
ま
と
め
で
私
見
を
の
べ
た
い
と
思
う
。

①
言
器
高
い
。
。
・
σ
q
旨
く
。
巴
ρ
冥
。
コ
母
。
げ
δ
9
葦
葺
。
け
（
一
Q
。
Q
o
O
～
蒔
“
）
噛
O
。
忌
く
。
’

　
δ
課
．

②
喜
安
朗
前
掲
論
文

③
誇
σ
q
器
ρ
。
や
。
登
℃
や
ω
8
～
・
。
茸

④
目
玄
α
ご
電
’
図
く
撮
～
区
く
囲
H
H
，

⑤
u
。
濠
碧
。
。
b
や
鼻
．
層
℃
」
刈
ド

⑥
0
8
恋
猫
昼
。
や
簿
こ
や
α
潜
霧
。
・
巳
く
■
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os　qu　as　pt＠　op　ts一　pm　＠　ci 　
従
来
は
井
手
前
掲
論
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
蜜
p
詠
ぎ
－
ω
p
ぎ
白
①
8
に
よ
り
、

　
o
o
暴
℃
㊤
σ
q
昌
。
昌
器
σ
Q
霧
は
第
一
帝
政
・
王
政
復
古
期
を
頂
点
に
、
七
月
王
政
．
期
に

　
は
次
第
に
衰
退
し
、
と
く
に
四
〇
年
代
以
後
そ
の
兆
候
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
さ
れ

　
て
い
た
。
　
（
『
史
淵
』
六
七
・
六
八
合
併
号
一
〇
五
頁
）

⑦
團
ぼ
ρ
署
．
露
～
の
。
。
．

⑧
瀬
踏
ρ
℃
■
。
。
。
。
．

⑨
　
切
ユ
ρ
g
紗
。
℃
9
9
f
や
b
⊃
O
H
9
。
・
巳
〈
■

⑩
　
た
と
え
ば
ア
グ
リ
コ
ル
・
ペ
ル
デ
ィ
ギ
エ
は
〉
〈
茜
昌
。
コ
嵩
ρ
厨
－
H
ρ
－
＜
Φ
嵩
篇
（
ア

　
ビ
ニ
ョ
ソ
人
有
徳
者
）
と
呼
ば
れ
た
。

⑪
　
切
目
置
自
Φ
貧
。
や
9
叶
こ
憎
℃
．
b
。
δ
～
b
。
ミ
．

⑫
H
σ
一
α
；
℃
■
b
り
一
①
．
。
ヘ
ル
ー
ア
イ
リ
ヤ
エ
も
ビ
ュ
シ
ェ
や
ド
．
〉
叶
㊦
嵩
⑦
円
に
最
も
親
近
威
心
を

　
抱
い
て
い
た
が
カ
ト
リ
ッ
ク
的
傾
向
を
嫌
が
っ
て
い
た
。
（
H
σ
峯
も
や
心
謹
～
蒔
卜
。
切
）

⑬
　
O
＝
〈
三
δ
び
。
や
9
f
や
H
畠
．

⑭
H
玄
α
‘
℃
」
O
㎝
■

⑮
　
》
σ
q
β
Φ
げ
は
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
「
人
梅
協
会
」
の
中
央
委
員
会
書
記
U
環
時
甲

　
坤
器
Φ
が
団
艶
p
げ
①
ヨ
の
名
で
起
草
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
な
お
こ
の
全
文

　
は
》
σ
Q
鶴
O
戸
O
や
臼
仲
ご
℃
や
目
嵩
～
二
g
Q
に
あ
る
。

⑯
「
　
O
雌
く
ロ
凱
興
層
　
　
9
f
　
　
嵩
劇
・

　
　
　
　
o
や
　
　
　
や

H
σ
誌
ご
や
這
⑦
9

H
σ
㌶
ご
や
お
メ

》
σ
q
扇
騨
脇
。
や
9
叶
こ
℃
や
6
～
ミ
■

O
蝿
〈
一
臼
臼
脇
。
℃
．
o
帥
け
‘
や
お
o
Q
．

H
げ
置
こ
娼
や
に
O
～
ド
犀
・

〉
α
q
ロ
Φ
戸
。
や
。
搾
、
℃
■
卜
。
Q
Q
g

H
σ
一
α
ご
や
N
麻
ご
O
q
＜
圃
一
鵠
Φ
さ
。
℃
．

O
唱
く
筥
。
ぎ
。
勺
．
9
計
や
H
誠
■

》
α
Q
5
Φ
＃
o
や
。
罫
層
や
戴
Q
。
■

9
叶
‘
や
H
8
9

⑳
　
O
ロ
く
一
一
＝
Φ
き
。
や
9
ρ
℃
．
旨
Φ
■

⑳
》
σ
q
器
げ
b
ワ
簿
；
や
b
。
雪

⑳
　
回
瓢
山
‘
や
ト
。
ω
①
．

⑲
　
O
q
＜
一
一
雛
①
斜
。
℃
．
o
窪
田
や
一
忠
．

⑳
H
玄
伽
‘
℃
る
峯

⑳
　
こ
の
聞
題
に
関
し
て
は
後
述
の
よ
う
に
8
弓
ω
q
．
傘
葺
の
代
表
を
集
め
議
会

　
に
請
願
し
て
い
る
し
、
四
四
年
、
パ
リ
の
印
刷
工
は
自
ら
の
組
織
と
の
間
に
㎝
種

　
の
団
体
協
…
約
を
着
目
さ
せ
て
い
る
。
（
》
σ
Q
β
①
＃
o
℃
．
o
罫
”
℃
鱒
。
。
G
。
）

山／N

　
以
上
、
共
和
主
義
運
動
と
労
働
運
動
の
二
つ
の
側
面
か
ら
い
、
》
中

①
蕾
巴
の
活
動
を
考
察
し
た
が
、
そ
の
過
程
で
労
働
者
階
級
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ヤ
ツ
ブ

る
、
い
わ
ゆ
る
「
前
衛
」
と
「
大
衆
」
と
の
間
の
意
識
の
溝
に
気

が
つ
く
。
秘
密
結
社
活
動
を
通
じ
て
「
前
衛
」
た
ち
は
既
存
体
制
の

根
絶
に
よ
る
共
産
主
義
の
実
現
、
そ
れ
に
よ
る
人
闘
の
平
等
な
解
放

と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
へ
の
手
段
と
し
て
武
装
蜂
起
を
考

え
て
い
た
。
し
か
も
彼
等
の
描
く
共
産
主
義
は
「
季
節
社
」
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
財
産
共
有
で
衣
食
住
を
共
に
す
る
共
同
生
活
体
で
、
家

族
も
廃
止
す
る
と
い
っ
た
一
般
民
衆
の
生
活
意
識
か
ら
お
よ
そ
か
け

は
な
れ
た
空
想
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
の
「
大
衆
」
は
手
工
業

生
産
体
制
の
優
越
す
る
中
で
専
ら
職
業
的
枠
の
中
で
の
生
活
意
識
し

か
持
た
ず
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
要
求
を
み
て
も
賃
金
に
関
す
る
要
求
が
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労働者の新聞rラトリエ』紙（杉村）

　
　
　
　
　
バ
ト
　
ロ
ソ

圧
倒
的
で
、
企
業
主
が
団
結
し
て
独
占
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
時
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

も
労
働
者
の
抵
抗
の
対
象
は
彼
等
自
身
の
親
方
の
み
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
三
九
年
の
「
季
節
社
」
の
蜂
起
に
無
関
心
で
あ
っ
た
の
み

で
な
く
、
四
〇
年
に
高
揚
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
も
選
挙
改
革
運
動
と
つ

な
が
り
は
な
か
っ
た
。
か
か
る
状
態
の
中
で
U
、
諺
富
菌
巴
の
労
働
者

が
引
き
出
し
た
教
訓
は
、
労
働
者
大
衆
と
密
着
し
「
彼
等
自
身
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ル
ス

り
そ
の
利
益
や
尊
厳
を
守
る
し
（
四
四
・
＋
）
力
を
生
み
聾
し
社
会
革

命
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
同
紙
の
仲
間
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ヤ
ツ
ブ

る
秘
密
結
社
の
「
前
衛
」
と
、
「
大
衆
」
の
溝
を
埋
め
る
必
要
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
一
方
で
は
「
前
衛
」
の
説
く
共
産
主
義
の
空
想
性

を
批
判
し
、
ビ
ュ
シ
ェ
の
思
想
を
手
が
か
り
に
、
前
者
の
理
論
を
現

実
的
H
科
学
的
に
発
展
さ
せ
、
他
方
「
大
衆
」
に
対
し
て
は
カ
ベ
ー

が
イ
カ
リ
ア
で
共
和
国
を
説
い
た
よ
う
に
、
ピ
．
》
叶
Φ
目
①
同
は
ア
ト
リ

エ
を
借
り
て
p
ω
。
。
0
9
p
註
○
昌
の
形
で
社
会
共
和
国
を
説
き
「
大
衆
し

の
具
体
的
要
求
－
賃
金
要
求
な
ど
一
の
解
決
だ
け
で
は
労
働
者
階
級

の
根
本
的
問
題
は
解
決
し
な
い
こ
と
を
示
し
つ
つ
彼
等
自
身
の
中
に

現
に
存
在
し
て
い
る
様
々
な
組
織
を
階
級
的
連
帯
の
現
実
的
基
盤
と

　
　
　
　
②

し
て
把
握
し
、
そ
の
各
々
の
組
織
が
体
内
に
は
ら
む
弱
点
を
き
め

細
か
く
批
判
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
労
働
者
の
真
に
階
級
的
な
連
帯
・

統
一
の
た
め
の
抵
抗
の
組
織
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
。

U
、
諺
梓
巴
9
　
の
労
働
者
自
身
何
ら
か
の
組
織
と
関
係
を
持
つ
者
が
か

　
　
　
　
　
③

な
り
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
同
紙
は
労
働
手
帳
に
関
す
る
下
院
へ
の
雨
期

運
動
の
た
め
四
六
年
…
　
月
に
は
二
六
の
職
業
団
体
。
o
愚
ω
α
、
簿
暮
の

代
表
を
集
め
て
そ
の
運
動
を
組
織
し
て
い
る
。
こ
の
集
会
は
団
結
行

為
に
対
す
る
事
実
認
定
が
親
方
と
労
働
者
の
場
合
で
は
異
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
と
に
抗
議
し
、
ま
た
労
資
協
調
評
議
会
の
改
組
を
要
求
し
て
い
る
。

　
い
、
跨
細
面
興
は
当
時
労
働
者
の
中
に
存
在
し
て
い
た
諸
組
織
に
対

　
　
　
コ
ソ
パ
ニ
オ
ナ
　
ジ
ユ

し
、
ω
職
人
組
合
に
は
そ
の
団
結
力
を
た
た
え
最
も
期
待
を
か
げ
な

が
ら
、
そ
の
組
織
間
の
伝
統
的
な
対
立
を
批
判
し
、
②
相
互
扶
助
の

組
織
に
対
し
て
は
「
用
心
ぶ
か
さ
」
が
エ
ゴ
イ
ス
ト
を
つ
く
る
こ
と

を
い
ま
し
め
、
③
生
産
協
同
組
合
に
対
し
て
は
、
個
人
に
分
割
も
譲

渡
も
さ
れ
な
い
社
会
化
さ
れ
た
資
本
を
強
調
し
て
雇
主
へ
の
憧
れ
を

捨
て
さ
せ
、
　
「
ρ
ω
ω
o
o
猷
怠
8
は
と
く
に
下
請
綱
の
成
立
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
も
容
易
に
設
立
さ
れ
得
る
」
（
四
五
・
八
）
と
し

て
、
現
実
に
労
働
者
が
最
も
組
織
さ
れ
易
い
条
件
の
所
在
を
示
し
つ

つ
、
そ
の
組
織
を
通
し
て
抵
抗
の
組
織
を
志
向
し
て
い
た
と
い
え
る
。

相
互
扶
助
の
組
織
が
前
者
の
仮
面
で
あ
り
得
た
こ
と
は
U
．
》
け
窪
臼

の
労
働
者
生
産
協
同
組
合
の
場
合
に
も
通
用
し
う
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
ら
既
存
の
労
働
者
の
組
織
を
通
し
て
彼
等
を
団
結
さ
せ
な
が
ら

個
々
の
組
織
の
枠
を
越
え
て
階
級
的
な
連
帯
意
識
を
示
す
た
め
チ
ャ

ー
チ
ス
ト
へ
呼
び
か
け
た
り
、
普
遍
的
な
原
理
と
し
て
の
カ
ト
ジ
ッ

ク
的
立
場
か
ら
友
愛
と
献
身
を
説
き
「
前
衛
」
た
ち
の
革
命
行
動
と

結
合
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
求
め
た
。
・

　
こ
の
場
合
い
、
》
什
①
嵩
費
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
対
象
は
七
月
王
政
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
労
働
運
動
の
担
い
手
で
あ
っ
た
手
工
業
労
働
者
で
あ
り
、
当
時
彼

等
は
建
築
部
門
に
お
け
る
下
諸
綱
の
進
展
に
象
徴
さ
れ
る
資
本
と
賃

表5　UAtelierの編集関係奢と労働者の組織との関係
（駐）

’労働者名

B色rard

Leroy

Corbon　＊

職　　二

四　　立

宝石加工

大理石彫刻

・・ng・y・1．印刷

関係組織または組織的活動の事実

1848年3月，隣業組合的組織に労働者の失

業とストライキのための機能を兼ねたL’一

Association　fraternelle　des　Tailleurs

de　Clichyを設立。リクサソブール委員会

への代表委員。　　　　　　　　　　　（a）

ビXシエ主義の労働者生産協同組合の設立

者。　　　　　　　　　　　　　　　（b）

最初印刷工から出発しその同業組合に参

加。　　　　　　　　　　　　　　　（c）

18・IO年のストライキで投獄さる。 （d）

Desoye　＊　1
ク
i・・48年・印肛・一・・・・…の鯉継）

Gaillard　＊

Leneveux　＊

Lambert　＊

Capron　＊

Gillard　＊

Delorme

！／

！！

製　　本

前店員

錠　　前

仕．　立

Moreau 1錠　前
1

1848年4月16庭1，L’H6tet　de　Villeへの

労働者大衆のデモ行進のさい，印刷工のi司

業組合を統率してデモの先頭に立つ。　　（f）

1839年「印刷工組食」Soci6t6　Typogra－

phiqueの設立者で，同業組合的立場で
　　　＊＊
『印刷所』L’lmprimerieの発行。　　（9）

「印刷クラブ」　Club　Typograplli（lueと

「印刷工組合」Soci6t6の議長。　　　　（h）

眼鏡・家具の錠前・ピアノなどの労働者生

産協同組合の篤志的な会計係。　　　　　（1）

もと羊飼いの出身で，コソパニヨソ仲間と

関係。Seine－et　Marneでassociationを

組織しはじめていた。　　　　　　　　　（j）

1832年以来仕立工の棚互扶助組合設立者の

1人。ストライキで投獄の経験。　　　　｛k）

コソパニコナージユの改革者 （1）

Perdiguier 1指物1同 上

＊印は常任編集委員

　（註）　表5製作の参考文献は　Cuvillier，　Un　journal　d’ouvr三ers
　　　　　（（b）　（e）），　p．　58，　（d）　（k），　p．　26，　（a）　〈i）　（j）　pp．　196一一197．）　；

　　　　　Gossez，　L’organi＄ation　ouvriere　a　Paris　（Bibliotheque

　　　　　de　la　Revolution　de　1848，　t．　XXIV，　1967）　（（a），　p．　166，

　　　　　（b）　p，　262）；　Gossez，　La　presse　ouvriere　（（g），　p．　129，

　　　　　（10　p．　151）；　Briquet，　Agricol　Perdiguier　（（1）　（m））　；

　　　　　Dictionnaire　biographique　du　mouvement　ouvrier　t．　1．
　　　　　（（c）p．　455）
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労働者の新聞暉ラトリエ』紙（杉籾）

労
働
の
対
抗
関
係
の
最
前
線
に
立
ち
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
つ
つ
、
ま

だ
雇
主
へ
の
幻
想
を
す
っ
か
り
絶
ち
切
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
目
、
》
審
嵩
霞
の
彼
等
に
対
す
る
主
張
は
そ
れ
だ
け
道
徳
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
「
献
身
」
が
問
題
に
な
り
得
た
。
そ
し
て
手
工
業

労
働
者
の
一
員
と
し
て
ピ
、
跨
雪
踏
巽
の
主
張
も
徴
妙
に
ゆ
れ
る
。
創

刊
号
で
労
働
権
は
生
存
権
と
し
て
の
「
労
働
の
権
利
」
δ
母
○
搾
α
β

　
　
　
　
　
　
　
⑧

思
子
ρ
鵠
で
あ
っ
た
が
、
四
一
年
に
は
「
労
働
へ
の
権
利
」
δ
脅
○
淳

舘
ヰ
ρ
＜
ρ
鵠
す
な
わ
ち
「
各
労
働
者
が
生
産
し
た
価
値
に
等
し
い
消

費
財
の
個
人
的
所
有
へ
」
の
権
利
と
な
り
、
四
五
年
に
は
「
仕
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

応
じ
た
分
配
」
の
概
念
と
な
る
。
こ
れ
は
下
請
制
に
反
対
す
る
手
工

業
労
働
者
の
意
識
の
最
も
直
接
的
反
映
に
他
な
ら
な
い
。
国
家
の
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ

能
に
対
し
て
も
「
前
衛
」
の
主
張
す
る
革
命
独
裁
で
は
な
く
、
各
職

フ
ニ
ソ
シ
カ
ソ

業
内
の
霧
。
。
o
o
β
怠
。
霧
を
相
互
に
連
帯
さ
せ
そ
れ
を
規
欄
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
立
法
権
を
持
つ
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
（
四
【
・
九
）
。
し
か
し
他
方

で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
に
現
わ
れ
た
諸
要
求
を
汲
み
あ
げ
つ
つ
、
法
や
国

家
の
階
級
性
を
説
明
す
る
。
幼
児
労
働
法
を
批
判
し
て
、
法
律
は
「
我

々
の
た
め
に
だ
と
い
う
が
…
嘲
弄
だ
1
…
保
護
す
る
と
云
い
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

未
だ
か
つ
て
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
　
（
四
三
・
六
）
と
し
、

「
貨
幣
に
よ
っ
て
貨
幣
の
た
め
に
設
立
さ
れ
、
貨
幣
を
持
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

人
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る
政
府
」
（
四
二
・
九
）
を
民
主
的
原
理
で

変
革
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
多
様
な
組
織
や
生
活
条
件
の
下
に

あ
る
労
働
老
大
衆
を
ま
ず
国
民
的
に
結
集
さ
せ
る
た
め
の
共
通
項
も

必
要
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
普
通
選
挙
要
求
の
運
動
に
合
流
し
、
彼

等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
礎
に
　
「
政
治
改
革
を
社
会
改
革
」
　
へ
導
こ

う
と
し
た
と
い
え
る
。
三
三
年
・
四
〇
年
の
パ
リ
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ

と
同
様
、
四
七
年
末
か
ら
の
景
気
回
復
の
兆
し
の
中
で
四
八
年
二
月

に
革
命
が
お
こ
っ
た
の
は
暗
示
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
月
革

命
が
単
な
る
選
挙
改
革
に
終
ら
ず
社
会
革
命
へ
の
要
素
を
は
ら
み
、

「
四
八
年
革
命
の
赴
会
的
業
績
が
四
〇
年
代
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
ヨ
ル
ザ
ラ
チ
フ

る
職
業
的
権
利
要
求
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
」
と
す
る
と
、
労
働

者
た
ち
が
ま
だ
職
業
的
枠
を
土
台
に
し
な
が
ら
で
は
あ
れ
、
そ
の
要

求
で
労
働
者
大
衆
が
結
集
し
労
働
者
の
三
部
会
　
（
「
リ
ュ
ク
サ
ソ
プ
ー

ル
委
員
会
」
）
を
成
立
さ
せ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
四
〇
年
代
初
期
か
ら

そ
の
要
求
を
体
系
化
し
労
働
者
を
組
織
し
よ
う
と
し
た
い
、
諺
8
匿
H

の
活
動
は
こ
れ
に
対
し
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。

「
歴
史
が
昼
時
の
大
陸
に
お
け
る
経
済
発
展
の
状
態
が
資
本
制
的
生

産
を
廃
止
し
う
る
ほ
ど
ま
で
に
は
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明

　
　
　
　
⑭
　
　
　
甲

ら
か
に
し
た
」
段
階
で
は
、
い
、
》
富
菌
同
の
道
こ
そ
労
働
者
大
衆
解
放
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の
道
へ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
リ
ュ
久
サ
ン
ブ
ー
ル
委
員
会
へ
の
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ル
ポ
ラ
シ
ロ
ン

働
者
の
代
表
と
、
二
月
革
命
以
来
形
成
さ
れ
て
い
た
同
職
組
合
の

連
合
組
織
た
る
「
総
合
協
会
」
ω
O
o
δ
綜
ω
0
9
酵
緯
①
ω
や
「
友
愛

協
会
」
　
ω
o
o
δ
ま
ω
団
第
8
諺
。
目
①
ω
を
土
台
に
、
「
労
働
者
が
新
し

い
社
会
組
織
に
よ
っ
て
し
か
解
放
さ
れ
な
い
こ
と
を
自
覚
し
偏
て
発

刊
し
た
　
『
労
働
者
新
聞
』
　
い
①
一
〇
霞
昌
巴
α
①
ω
円
峯
く
籏
①
餌
吋
を

O
O
ω
ω
Φ
N
は
「
労
働
運
動
史
上
、
　
は
じ
め
て
首
都
の
労
働
者
で
組
織

さ
れ
た
彼
等
の
代
表
か
ら
そ
の
代
弁
老
と
し
て
の
資
格
を
み
と
め
ら

　
　
　
　
⑮

れ
た
新
聞
」
と
評
価
し
て
い
る
が
、
い
、
重
富
蕾
H
は
二
月
革
命
前
に

そ
の
基
礎
工
事
を
し
た
も
の
と
し
て
の
資
格
を
持
つ
と
い
え
る
。
そ

の
活
動
は
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
運
動
の
黎
明
を
つ
げ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
第
二
共
和
政
期
に
お
け
る
囲
、
≧
①
菌
目
に
関
し

て
は
四
囲
の
情
況
の
変
化
と
対
応
さ
せ
て
そ
の
意
義
を
別
途
に
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

①
ン
σ
q
塩
海
。
娼
．
簿
．
”
庖
．
b
。
鱒
刈
～
b
。
・
。
。
。
．

②
最
近
の
直
島
暮
の
研
究
も
、
三
〇
年
代
前
半
ま
で
は
眼
制
度
以
来
の
組
織
、

　
と
く
に
職
人
組
合
が
労
働
運
動
初
期
に
果
し
た
役
割
を
「
旧
い
も
の
を
過
小
評
価

　
す
べ
き
で
は
な
く
、
新
し
い
も
の
を
過
大
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
断
り
つ
つ
、

　
そ
の
な
か
か
ら
近
代
的
な
組
織
へ
の
志
向
が
あ
る
こ
と
を
無
視
す
べ
き
で
な
い
と

　
指
摘
し
て
い
る
。
切
旨
げ
暮
、
り
①
日
や
β
く
①
ヨ
㊦
暮
ゆ
⊆
〈
ユ
露
骨
p
月
巴
・
・
ρ
ロ
下
げ
客

　
窪
×
H
メ
㊦
巴
9
一
①
簿
一
〇
。
。
白
。
貰
く
一
〈
㊤
旨
8
仙
．
帥
琴
一
二
撤
σ
q
一
日
。
（
目
餌
勺
魯
器
。
℃

　
⇒
。
H
お
U
①
P
一
㊤
Φ
。
。
）

③
裟
5
参
照

　
表
中
の
凋
ω
o
o
綜
緑
円
団
℃
o
σ
q
冨
℃
田
ρ
β
①
に
若
干
説
明
を
加
え
る
と
、
こ
れ
は
三

　
八
年
に
成
立
し
た
「
印
綱
親
方
組
合
」
（
○
げ
脚
厳
び
同
。
ω
団
口
α
8
巴
。
α
＄
露
鉱
貯
⑦
ω

　
H
諺
箕
冒
①
請
ω
）
に
対
抗
す
る
印
刷
工
の
組
織
で
あ
り
、
一
八
～
二
三
年
印
刷
工
場

　
臨
時
委
員
会
の
「
印
刷
工
自
由
協
会
の
た
め
の
規
則
」
　
（
切
α
σ
q
δ
日
①
緊
℃
o
舞

　
一
、
〉
①
・
。
o
o
貯
江
8
U
3
お
↓
二
三
。
α
q
脱
9
℃
鐵
ρ
器
）
を
原
型
に
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ

　
る
と
各
ア
ト
リ
エ
か
ら
労
働
者
二
十
名
毎
に
一
名
の
代
議
員
を
選
出
、
秘
密
で
三

　
菖
～
五
百
人
の
加
盟
者
が
賃
金
表
確
保
の
た
め
総
会
に
集
合
す
る
こ
と
を
決
め
、

　
こ
の
組
織
は
、
当
時
一
巳
①
匂
ワ
い
。
同
。
駕
翼
（
P
・
ル
ル
ー
の
弟
）
が
生
産
手
段
共
有
の

　
た
め
の
労
働
者
生
産
協
同
組
合
を
組
織
し
て
い
た
の
と
は
目
的
を
異
に
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

　
Q
D
o
o
譲
絃
6
楼
℃
o
σ
q
話
℃
謀
ρ
口
①
は
四
二
年
企
業
主
鮒
の
賃
金
表
案
を
認
め
つ
つ
、

　
七
名
の
企
業
主
と
各
印
刷
所
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
労
働
者
代
表
と
で
構
成

　
す
る
委
員
会
を
獲
得
し
、
賃
金
の
統
一
化
、
五
年
後
そ
の
再
審
改
訂
の
契
約
を
し

　
た
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
パ
リ
の
労
働
者
に
反
響
し
、
四
五
年
十
月
、
ネ
オ
・
バ

　
ブ
ー
フ
主
義
の
『
友
愛
』
紙
は
「
こ
の
例
は
他
の
す
べ
て
の
産
業
に
模
倣
さ
れ
る

　
べ
き
で
あ
り
、
他
日
、
す
べ
て
の
産
業
の
代
表
者
が
こ
の
や
り
方
で
連
合
す
る
よ

　
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
組
織
は
労
働
者
の
神
塑
同

　
盟
を
藁
備
し
た
も
の
で
、
労
働
運
動
と
選
挙
改
革
運
動
を
結
合
さ
せ
、
四
八
年
に

　
は
他
の
岡
業
組
合
が
そ
の
あ
と
を
追
う
こ
と
に
な
る
。
四
九
年
に
は
こ
の
結
社
の

　
名
に
お
い
て
、
　
「
す
べ
て
の
労
働
者
の
同
業
紐
合
間
の
、
娼
来
る
限
り
完
全
な
連

　
帯
」
を
思
懸
の
一
つ
と
す
る
　
八
四
条
の
規
約
を
つ
く
り
、
労
働
組
合
連
動
の
先

　
駆
と
な
っ
て
い
る
。
（
O
o
ω
ω
①
N
讐
U
．
o
お
碧
富
舞
δ
昌
。
仁
く
甑
貯
¢
”
℃
や
一
三
～
卜
⊃
O
ω
）

　
以
上
の
事
実
は
い
”
〉
け
魯
興
の
編
集
者
の
多
数
が
印
刷
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
、

　
ド
窪
①
〈
㊦
羨
は
こ
の
結
社
の
設
立
者
で
も
あ
り
、
同
紙
の
最
初
の
発
行
責
任
者
で

　
あ
っ
虎
こ
と
と
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
層
、
炉
器
置
臼
の
p
ω
ω
？
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o剛

驛
ﾂ
コ
の
冒
的
が
単
な
る
生
産
協
同
組
合
で
は
な
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
で

　
あ
ろ
う
。

④
H
三
山
9
噛
署
マ
8
0
～
卜
。
Φ
H
…
9
芭
冨
斜
。
や
。
犀
．
層
や
野
心
∴
冒
。
ぎ
旨
巴
お

　
び
δ
σ
q
旨
℃
三
ρ
口
㊦
盛
駕
ヨ
。
弓
く
①
コ
け
。
β
護
す
H
◎
H
の
コ
ル
ボ
ソ
の
項
に
は
、
こ
れ

　
ら
の
請
願
運
動
は
U
、
≧
o
H
δ
厭
の
最
も
重
要
な
運
動
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

　
（
唱
．
覇
①
）

⑤
9
ぐ
…
①
さ
。
や
簿
‘
℃
■
一
誌
■

⑥
｝
σ
q
賃
簿
の
研
究
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
数
が
手
工
業
者
に
最
も
多
い
こ
と
は

　
そ
の
証
拠
で
あ
る
。

⑦
フ
ー
リ
エ
主
義
者
の
≦
。
8
『
∩
。
諺
誠
2
欝
げ
は
い
．
津
巴
興
の
こ
の
言
葉

　
は
「
偽
善
の
マ
ン
ト
で
は
な
く
、
彼
等
の
道
徳
主
義
は
一
つ
の
口
実
や
搾
取
と
は
．

　
全
く
別
の
審
柄
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
つ
の
誓
い
で
あ
る
。
民
衆
は
彼
等
に
忍
従
の

　
道
徳
を
説
教
し
て
い
る
懐
疑
主
義
者
・
無
神
論
者
・
経
済
学
者
・
体
制
満
足
者
ら

　
と
い
、
》
冨
ぎ
冠
の
人
々
を
決
し
て
混
同
は
し
な
い
。
」
と
の
べ
て
い
る
。
　
（
U
φ

　
。
。
o
o
剛
巴
団
ω
旨
。
幽
。
〈
㊤
鵠
叶
竃
く
凶
①
だ
図
ヨ
9
乙
ρ
や
↓
G
。
吟
。
圃
綜
℃
霞
O
口
く
卍
δ
ひ

　
o
や
。
罫
．
や
刈
Q
o
）

⑧
9
含
H
醇
．
ε
．
簿
‘
や
お
り
．

⑨
目
σ
絵
画
電
」
。
。
“
～
お
。
。
．

⑩
H
三
島
‘
や
浅
。
。
．

⑪
H
げ
凶
自
‘
℃
■
嵩
8

⑲
｝
回
σ
δ
ご
や
お
一
．

⑬
∪
。
濠
昌
ω
b
や
簿
‘
や
b
。
ω
叶

⑭
　
マ
ル
ク
ス
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』
へ
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
序
文
。

　
（
青
木
文
目
⊥
七
…
一
八
買
）

⑮
．
O
。
器
①
N
噛
。
や
。
貫
唱
」
α
㊤
～
峯
O
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
市
立
南
高
等
学
校
教
諭
）
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Introduction　of　the　Western　Science　between

　　　　　　　　　　　Ming明and　Ts’ing清

　　　　　　by

Kiyosi　Yabuuti

　　In　the　period　of　Ming明and　Ts’ing清agreat　deal　of　the　western

scientific　arts　were　introduced　by　some’ iesuits’and　had　a　great　infiuence

on　China．　The　introduced　arts　were　widely　spread　around　Artronomy

and　Mi　athematics．　At　the　end　of　Ming“Ch’ung－cheng－1i－shu”「崇禎暦

書」was　completed　and　the　calendar　was　amended　at　the　beginning　of

Ts’ing　because　of　the　Chinese　acception　of　the　world－wide　movement

at　the　age　of　Europea1ユoverseas　advance　as　well　as　the　in艶r　factors

in　’China；　but　it　was　missionaries，　not　scientists　proper，　who　introduced

the　Western　science，　so　that　their　introduction　of　science　had　a

certain　limit　and、　at　the　case　of　Tien－li－wen・t’i典礼問題missionaries　in

China　became　isolated．　Contrary　to　the　development．of　Rangaku蘭学in

the　Edo江戸era，　the　introduction　of　the　Western　science　in　the　Ming

and　Ts’ing　era　had　been　weakened　with　the　change　of　the　times．

Un　Journal　d’ouvriers　“　L’Atelier　”

　　　　　　　par

Kazuko　Sugimura

　　De　tous　les　journaux　n6s　autour　des　ann6es　1840，　L’Atelier　est　peut－

6tre　le　plus　important．　Ce　journal　devait　poss6der　le　double　caract色re
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
d’organe　duch6zien　et　de　journal　d’ouvriers．　L’Ecole　buch6zienne　pr6－

conisait　la　r6volution　sociale　par　Ie　vue　catholique－jacobin　et　rassocia－

tion　ouvriさre　de　production．　En　1840，　un　certain　nombre　d’ouvriers

buch6ziens　d6terminさrent　de　cr6er　ull　journal　qui　ne　serait　plus　seule－

ment　fait　pour　les　ouvriers，　mais　r6dig6　exclusivement　par　eux：c’est

L’Atelier．　Sonpromoteur，　Anthime　Corbon，　typographe，　puis　sculpteur

sur　bois・ac6toy61a　Soci6t6　des　Saisons　et　6te　m616　1e吊　insurg6s　du

12mai　1839．　Le　programme　du　joumal　s’inspire　des　revendications　que

les　premi壱r6s　heures　de　la　r6volution．　de　1848　r6aliseront．en　grande

partie；de　plus，　ce　joumal　s’interesse　au　mouvement　ouvrier　dans　tous

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（466）



les　pays　oix　il　se　developpe，　et　notamment　en　Grande－Bretagrie．　L’

Atelier　songe　b　creer　des　liens　de　solidarit6　entre・　les　classes　！aborieuses

en　Grande－Bretagne　et　France．　A　la　veille　de　1848，　voila，　il　me　semb！e，

le　expression　d’une　prise　de　conscience　de　classe　d’ouvriers　frangais

devant　le　capitalisme　mondial　en　formant．

A’Geographical　Study　of　One　of　the　Ancient

　　Capital　Cities　in　Japan，　Kuni－kyo恭仁京

　　　　　　　by

Kenryo　Ashikaga

　　Through　the　examination　of　the　roads，　ditches，　footpaths　and　micro

topography　by　the　aerial　photographs　of　one　ten－thousandth　with　the

observation　and　survey　of　the　necessary　spots，　the　auther　is　to　trace

back　the　plan　of　Kuni－kyu－chodoin恭仁宮朝堂院，　Dairi内裏，．　Daidair圭．

内裏（court　area）．and　the　main　streets　of　the　metropoiis．

　　The　result　was　as　fo11ows　；

　　（1）　the　plaln　surface　was　recognized　which　was　thought　to　be　the

site　of　Chodoin朝堂院，　divlded　all　around　by．the　naturai　or　artificial

small　cliffs　and　clear　ditches，　about　two　hundred　meters　from　east　to

west　and　about　five　hundred　from　south　to　north．

　　（2）　the　site　nearly　on　the　north　of　the　Chodoin　was　assumed　to　be

Dairi，　eBclosed　with　the　square　ditch　of　a’side　which　abouttwo　hundred

meters　long．

　　（3）　As　a　result　of　drawing　the　site　of　Kuni－kyu　（Daidairi）　with　eight

cho町（about　one　thousand　meters）square　around　the　assumed　Chodoin

and　Dairi，　the　site　is　naturally　thought　to　be　the　court　area，　judging

from　every　point　such　as　the　pattern　of　roads　or　ditches，　topography

and　the　place　name．

　　（4）Still　more　in　the　Kizu木津area，　considered　as　Ukyo右京in

Kuni－kyo恭仁京，　the　si乞e　of　the　road　was　found　which　played　the　most

important　part　in　the　contemporary　and　was　possib！y　constructed　in

the　preiod　of　Kuni－kyo．　：

（465）


